
第 4章調査の記録

《確認》

複》

〈規模》

《平面形》

《断面形》

《埋

{J底面〉

《遺物》

《時期〉

暗褐色土の溝状落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長軸2.82m、幅0.88m、深さ132cm、底面長軸2.74m、|福0.22m。

長楕円形である O

緩やかなY字形を呈する。

6層に分溜した。人為的堆積と思われる。

中華鍋底状に中央部が深くなっている O

埋土中から縄文時代前期の土器(1 ，.._， 4 )が出土した。

出土した土器から縄文時代前期と思われる。

S K T 691 T -P i t (第286図〉

〈位

《確認》

《重複》

《規模》

〈平面形》

《断面形》

《埋

《底面》

《造物》

〈時期》

MH74、M174グリッドに位置する。

暗褐色土の溝状落ち込みとして確認した。

なしO

関口部長軸1.90m、幅0.62m、深さ40cm、底面長軸1.56m、幅0.64m。

木根の撹乱を受けており、不整形である。

緩やかなU字形をまする。

10層に分麗した。人為的堆積と忠われる。

凹凸があり、ピット状の凹みを有する O

埋土中から縄文時代前期中葉の土器(1 ) ..前期の土器 (2，.._， 8)が出土した

出土した土器から縄文時代前期中葉と恩われる。

S K T 721 T -P i t (第286図)

《位

《確認》

複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋

《底面》

《造物》

《時期》

MT63グリッドに位置する。

日吉褐色土の溝状落ち込みとして確認した。

なしO

関口部長軸3.24m、11'語1.00m、深さ110cm、底面長軸3.24m、幅0.08m。

長楕円形である。

Y字形を呈する 0

4層に分属した。人為的堆積と思われる。

急、な角度で に深くなっている。

遺物は出土しなかった。

時期を特定できる造物は出土しなかったので不明。

S K T 750 T P i t (第287図)

H立
《確認》

複》

ML63..64グリッドに位置する。

暗褐色土の溝状落ち込みとして確認した。

なしO
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土造物

三ま
B 

A 64.100m B 

C F [S K T 525] 

黒邑土(10YR1.7/1)シルト。地山粒少量混入。しまり強く、粘性有り。

2 黒褐色土(10YR2/2)シルト。地山粒・地山塊混入。しまりやや弱く、

粘性有り。

3 黄褐色土(10YR5/6) シルト~粘土。 地山粒多量混入。しまりやや悪く、

粘性なし。

4 明黄褐色土(10YR6/6)シルト~粘土。地山粒・地山塊多量混入。

しまり強く、粘性なし。

5 褐色土(10YR4/4)シルト。地山粒・地山塊(小)少量混入。しまり強く、

地111 粘性なし。

6 明黄褐色土(10YR6/8) シルト~粘土。地山粒・地山塊多量混入。

しまり強く、粘性やや有り。

m 7 黒色土(10Y R 1.7 /1)シルト。地山粒・地山塊少量混入。しまり弱く、

粘性なし。
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[S KT 636] 

1 黒色(lOYR1.7/1)シルト。地山粒少量混入。しまり、粘性共有りG

2 黒色土(lOYR1.7/1)シルト。地山粒やや多量、地山塊(小)少量混入G

しまり、粘性共有り。
3 黒掲色土(lOYR2/2)地山粒やや多量、地山塊(小)2より多く混入。

しまり、粘性共有り。
4 U古褐色土(lOYR3/3)シルト。地山粒多量、地山塊(小)やや多量混入。

しまり、粘性共有り。
5 黄櫨色土(lOYR8/6)粘土。しまり有り。粘性やゃありc

6 黒褐色土(lOYR2/2)シルト。地山粒多量混入。しまりやや悪〈、粘性あり。

。 10cm 

打1

第285歯 SKT525 .. SKT 636土坑とその出土遺物
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第 4章

A 

~63.400m 

--目白白i

C D 

B 

B 
[S K T 691] 
l 暗褐色土(10YR3/4)地山小ブロック混入。
2 黒褐色土(10YR2/2)地山粒少量混入。しまりやや硬い。
3 掲色土(10YR4/4)地111粒・縮砂混入。しまりゆるく、パサパサしている 0

4 にぷい黄褐色土(10YR4/3)地山粒多量混入。粘性なし。
5 黒色土(10YR2/1)地山ブロック混入。炭化物微量混入。やや粘性あり 0

6 黒褐色土(10YR3/2)地山粒混入。粘性やや強い。
7 暗褐色土(10YR3/4)地山粒多量混入。炭化物微量混入。
8 7に同じ。
9 褐色土(10YR4/6)しまりゆるく、粘性なし。
10 にぷい黄褐色土(10YR4/3)地山粒・地山ブロック混入。粘性やや強し、。
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第286図 SKT691 .. SKT 721土坑とその出土遺物
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《規模〉

《平面形》

《断面形》

《埋土〉

《底面》

《遺物〉

《時期》

第 1節縄文時代の遺構とその出土遺物

関口部長軸2.72m、幅0.68m、深さ82crn、底面長軸2.84m、111話0.32m。

長楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

18層に分臆した。人為的堆積と思われる。

やや凹凸があるが、中華鍋底状に中央部が深くなっている。

遺物は出土しなかった。

時期を特定できる遺物は出土しなかったので不明。

S K T 966 T -P i t (第287図)

《位

〈確認》

《重複〉

《規模》

《平面形》

《断面形》

〈埋土》

〈底面〉

《造物》

〈時期》

N C46 .. 47、ND46"47グリッドに位置する。

暗褐色土の溝状落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長戦2.42m、幅0.98m、深さ106crn、底面長軸2.38m、l福0.38m。

長楕円形である O

緩やかなU字形を呈する。

16層に分属した。自然堆積か人為的堆積か不明。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

遺物は出土しなかった。

時期を特定できる遺物は出土しなかったので不明。

S K T 1016 T -P i t (第287図)

〈位置》

《確認》

複》

《規模》

《平面形》

〈断面形》

《埋土》

〈底面》

〈造物》

《時期》

MK53"54グリッドに位置する。

暗褐色土の溝状落ち込みとして確認した。

S 1609竪穴住居跡と重複している。新旧関係は本T P i tが新しい。

関口部長軸1.25m、|福0.6m、深さ48crn、底面長軸1.28m、幅0.34m。

隅丸長方形である O

U字形を呈するが、関口部がやや狭くなっている。

土層断面を作成できなかったため、詳細は不明である。

やや凹凸があるが、ほぼ平塩である。長軸線に沿って 2カ所、ピット状の窪みを確認したが、

逆茂木の痕跡と考えられる。

遺物は出土しなかった。

時期を特定できる遺物は出土しなかったので不明。
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¥1 B 
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調査の記録第 4

A 

1日

[S KT 

2 

R2/2)地山小ブロック混入。しまり強L、O
R2/3)地山小ブロック多量混入。

しまりやや弱L、。
3 黒褐色土(10YR2/2)地山小フ。ロック・炭化物混入。

しまりやや強い。
R3/2)炭化物混入。しまり
R3/4)地山粒多量混入。しまりやや強L、。

R4/3)地山ブロック多最混入。
R5/4)炭化物微量混入。しまり強いO

R5/8)焼土微量混入。しまりやや弱いo

R3/心地山粒・地山小フロック混入。
しまり、粘性共強い。

褐色土(10YR4/6)炭化物・焼土微量混入。国くしまっている。
明黄褐色土(10YR6/6)地山ブロック。
明黄掲色土(10YR6/6)炭化物微量混入。固くしまってい
黄掲色土(10YR5/6)地山ブロック・蝶混入。ややしまり
褐色土(10YR4/4) しまりゆるく、粘性やや強い。
にぶい黄褐色土(10YR4/3)地山小フロック多量混入。

ややしまり弱L、。
R5/6)ややしまり強し、。
R6/6)炭化物微量・細牒混入。しまり強L、O

R3/4)地山粒・焼土少量混入。ややしまり強い。
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R1.7/1) しまりやや強く、粘性やや弱いO

R7/6)地山再堆積二L:.o

しまり、粘性共やや強い。
にぷい輩横色土(10YR6/4)黒色土斑に混入。

しまり、粘性共にやや強L、O

R2/2)地iJJ粒斑に混入O

R3/1)地111細粒多量に混入O

1)ーブ褐色土(2.5Y3/3)地山総粒5以上に多量混入。
オリーフー褐色土(2.5Y4/3)黒色土微量混入。
黄櫨土(10YR 7/8)黒褐色土斑状に混入。

しまり、粘性共に弱い。
9 黒色土(10YR1.7/1)しまり弱く、粘性やや弱い。
10 オリーフ、黒色土(5Y2/2)地山粒微量混入O

しまりやや弱く、粘性弱い。
11月黄褐色土(lOYR6/8)黒色土斑状に混入。

しまり、粘性共弱い。
l開黄褐色土(10YR6/8)黒色土斑状に混入(11より多く混入)。

しまり、粘性共に弱し、
R6/8) 11に同じ。
R6/8) しまりやや弱く、粘性弱L、。

地Lllf与堆積
R3/1) 地山粒混入。しまり、粘性共に~~I，、。
R6/6) t也JlJI菌

966] [S KT 
1 
2 

3 

A
4
&
m
k
u
ρ
h
U
門

J
2
n
N
U

11 

おA 64.800m 

12 

SK 

世
B 

C 

B A 64.300m 

2m 。

SKT 750 ・ SKT 966 e SKT 1016土坑

-486 

第287図



第 l節 縄文時代の遺構とその出土遺物

土器埋設遺構

土器埋設遺構は 9基検出した。全容が確認できた土器埋設遺構は 3基のみで、 6基は黒土不法採取のため

上部を削平されていた。埋設した土器は円筒土器様式の土器がほとんどであるが、 l基のみ大木式土器様式

の土器であった。また、円筒土器様式の 1基が土器の上部を偏平な磯(河原石)で覆っていた。

S R 103 土器埋設遺構(第288図)

〈位置~ N L59グリッドに位置する。

《確 認、〉 黒土不法採取のため上部を削平されていたが、円形ピット中にやや傾斜しながらも正立してい

たのを石在5忍した。

複〉 なし。

〈掘り方規模》 関口部20x 19cm、底面部13x 12c組、深さ17cm。

器〉 底径10c皿、高さ14cmの、上半を欠失する深鉢形土器底部および向一個体のものと思われる口縁

部破片。(整理中に深鉢形土器の底部が行方不明となり、未実測)

《埋土》 締まりのない暗褐色土。

《土器内遺物〉 なし。

《時 期》 同一個体のものと思われる口縁部破片と胴部破片から縄文時代前期後葉と思われる。

S R 433 土器埋設遺構(第288図)

《位置~ MS57グリッドに位置する。

《確 認》 黒土不法採取のため上部を削平されていたが、円形ピット中に正立していたのを確認した。

複〉 なし。

《掘り方規模》 関口部30x 22cm、底面部24x 21cm、深さ15cm。

〈土 器〉 底径16cm、高さ15cmの、土器の上半を欠失する深鉢形土器底部破片。

《埋 土》 土器内と掘り方を 3層に分)麗した。掘り方の埋土には炭化物が混入する。

《土器内遺物》 なしO

《時期〉 縄文時代前期後葉と思われる。

S R 434 土器埋設遺構(第288図)

《位置~ NB56グリッドに位農する O

《確 認》 黒土不法採取のため上部を削平されていたが、円形ピット中

複》 なしO

《掘り方規模》 関口部22x 21cm、底面部23x 22cm、深さ12cm。

器》 底径16cm、高さllcmの土器の上半を欠失する深鉢形土器底部破片。(整理中に深鉢形土器の底

部が行方不明となり、未実測)

していたのを確認された。

《埋 土》 土器内と掘り方を 2膳に分!脅した。土器内の埋土に炭化物が混入する。

《土器内遺物》 なしO

《時 期》 現場で撮影された写真から縄文時代前期後葉と盟、われる。
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第 1 調査の記録
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土遺物

SR 513 土器埋設遺構(第289図)

〈位 MM43グリッドに位置する。

〈確認》 S T504谷の捨て場中に谷尻側にやや傾斜しながら していたのを確認した。

複〉 なしO

〈掘り方規模》 関口部51X44cm、底面部20X 21cm、深さ71cm。

器〉 口径38.8cm、高さ67.5cm、底径14.4cmの完形の深鉢形土器。底辺部に貫通孔が 3カ所。

〈埋土》 残留脂肪酸分析用の試料採取のため分層しなかった。

〈土器内遺物》 なしO

〈時期〉 縄文時代前期中葉と思われる。

S R 637 土器埋設遺構(第288劉)

〈位

〈確認》

竣》

M 162グリッドに位置する。

S T639谷の埋土中に偏平な磯の下位にやや傾斜しながらも

なし。

していたのを確認した。

〈掘り方規模》 関口部36x34cm、底面部15x 12cm、深さ32cm(礁の上面からの深さは44cm)。

〈土 器》 口径25cm、高さ39cm、底径10cmo (整理中に接合した土器が行方不明となり、未実測である。

計測値はいずれも現場での実測図と写真からの推定〉

〈埋土〉 土器内と掘り方を 4層に分属した。

〈土器内遺物〉 なし。掘り方底面に偏平な礁が l個置かれていた。

《時 期》 いずれも現場での実測図と写真から縄文時代前期後葉と思われる。

S R 641 土器理設遺構(第290図)

〈位置~ MM56グリッドに位潰する。

〈確 認》 黒土不法採取のため上部を削平されていたが、河形ゼット中にやや傾斜しながらも正立してい

たのを確認した。

複》 なし。

《掘り万規模》 関口部33x 28cm、底面部20x 18cm、深さ9cm。

底径16.4cm、高さ12.6cmの、土器の上半を欠失する深鉢形土器底部。

〈埋土》 不明。

《土器内遺物》 なし。

〈時期》 縄文時代前期後葉と思われる。

S R 749 土器埋設遺構(第290図〉

〈位置~ ME68グリッドに位置する。

《確認~ S 1 744竪穴住居跡、の埋土中にやや傾斜しながらも正立していたのを確認した。

複~ S 1 744竪穴住居跡と重複している O 新旧関係は本土器埋設遺構が新しい。

《掘り方規模》 関口部38x 32cm、底面部20x 18cm、深さ98cm。

器》 土器の上半と底部を欠失する深鉢形土器で、現高33cmo (整理中に接合した土器が行方不明とな
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⑭ 

A 

A 59.900m 

。

。

m
 

第289関 SR513土器埋設遺構
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A 

A 

__ll__ 64. 300m よし

一「ミ~

⑨ 

(;:::) 

_/i_ 63. 500m 

[SR 749] 

B 

B 

什1

昨l

S R641 

S R749 

1 暗褐色ニi二(lOYR3/3)炭化物微量混入。しまりやや強い。
2 黒褐色土(lOYR3/2)地山粒少量混入O パサパサしている。

2(749-1) 

4(749-3) 

3 暗褐色土(lOYR3/心地山小ブロック多量混入。しまりやや弱く粘性なし。
※ 土器内については、褐色C10YR4/6)地山小ブロック混入。非常にゆるく、

パサパサしている。

第 l節 縄文時代の違構とその出土遺物

1(641-1) 

。

3(749-2) 

5(749-4) 

。 10cm 

第290図 SR641 .. SR 749土器埋設遺構
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第4章調査の記録

り、未実測)

《埋土》 土器内と掘り方を 4J蓄に分属した。

〈土器内遺物》 なし。

〈時 期》 同一個体でありながら接合できなかった土器片から縄文時代前期後葉と思われる O

S R 800 土器埋設遺構(第291図)

《位置~ MQ58グリッドに位置する。

《確 認》 黒土不法採取のため上部を削平されていたが、円形ピット中に正立していたのを確認した。

〈重複〉 なし。

《描り方規模》 関口部22x 21cm、底面部25x 20cm、深さ 7cm。

《土 器》 底径12cm、現高10cmの、土器の上半を欠失する深鉢形土器底部。

《埋土》 不明。

〈土器内遺物》 なし。

《時期》 縄文時代前期後葉と思われる。

S R 813 土器埋設遺構(第291図〉

《位置~ MR57グリッドに位置する。

《確 認》 黒土不法採取のため上部を削平されていたが、円形ピット中に傾斜しながらも正立していたの

を確認した。

複》 なし。

《掘り方規模》 関口部41x 32cm、底面部17x 15cm、深さ29cmo

器》 底径llcm、現高l1cmの、深鉢形土器の上半と底部。(整理中に土器底部が行方不明となり、未

実測)

〈埋土~ 4層に分)脅した。

《土器内遺物》 同一個体の破片が入っていた。

《時期》 縄文時代前期後葉と思われる。

nノ
ω

Q
d
 

A
任



。

[SR 800] 

a 
(Q)ID 

A 64.200m 

1m 

第 l節 縄文時代の遺構とその出土遺物

1(800-1) 

。 10cm 

1 黒色土(10YR 1. 7/1)シルト。地山粒少量混入。しまり、粘性共有り。

2 黒褐色土(10YR2/2)シルト。 地山粒やや多く混入。しまり、粘性共有り。

8 

A 64.300m B 

符凶伺裁誕mti~~.J1協同/ 5 

自立主邸 /j

塁本明罫喜子:チゲ

3(813-2) 

S R800 

S R813 

【SR 813] 

1 黒褐色土(10YR3/3)地山粒10%、炭化物徴量混入。しまり、粘性共普通。

暗褐色土(10YR3/3)地山粒微量混入。しまり、粘性共弱い。

褐色土(10YR4/心地山粒10%混入。しまり、粘性共2よりさらに弱い。

4 地山と褐色土(10YR4/6)土が斑状に入っている。撹乱層。

2(813-1) 

町1

4(813-3) 

第291図 SR800 .. SR 813土器埋設遺構
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第 4章調査の記録

後期の土坑@フラスコ状土坑

後期の土坑とフラスコ状土坑は、 ST 529谷の南側に北東側から舌状に張り出す狭い台地の先端部に検出

した重複関係にある 2墓が考えられる。

S K 506 

《位

《確認》

複〉

《規模》

〈平面形》

〈断面形》

《埋土》

《底面》

《遺物》

《時期》

土坑(第294図、図版172)

MH38グリッドに位置する。

にぶい黄褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

S K F 507フラスコ状土坑と重複している。新旧関係はフラスコ状土坑の埋没後に掘り込ん

でおり本土坑が新しい。

関口部長径1.31m、短径1.22司、深さ12cm、底面長径1.23m、短径1.05m。

円形である。

緩やかなU字形を呈する。

2層に分層した。地山粒@塊が混入する。

締まりが弱し1ためやや回凸がある。

なし。

重複関係にある SK F 507フラスコ状土坑から後期の土器が出土しているので、後期かそれ以

降の時期と思われる。

S K F 507 フラスコ状土坑(第294図〉

《位置》

《確認》

複》

〈規模》

《平面形》

《断面形》

《埋

《底

物》

《時期》

MH38グリッドに位置する。

黒褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

S K 506土坑と重複している。新旧関係は本土坑が古い。

関口部長径2.04mx短径1.82m、深さ70cm、坑底部長径2.13mx短径2.02m。

円形である。

袋状を呈する。

10層に分溜した。自然堆積か人為的堆積かは不明。

ほぼ平坦である。

底面の中央からやや南東寄りに壷形土器が1個体横倒して出土した。

出土した土器から縄文時代後期前葉と思われる。
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⑨ 

A 

SKF507 

[SKF 507J 

1 黒褐色土(10YH2/3)シルト。池山粒・地山塊(IJ¥)混入。しまり弱〈、制'1:なし。

2 jg色土(10YH4/4)シルト。地山線(大)・炭混入。しまり強〈、粘↑I1なし。

3 日高褐色土(10YH3/3)シルト。地山粒・池山塊(小)浪人O しまり.t1jl'Jやや有り0

4 11高褐色土(IOYH3/4)シルト。治山N.地JJJ塊多蛍混入。 しまり有り、粘I11ーなし。
5 精褐色:l::(10YH3/4)シルト。 j自LlJ校混入。しまりやや怒く、粘I11なし。
6 Iこぶい黄綬色土(10Y玩7/4)シルト~粘土。地以JfV.多量混入G しまり、粘的若干有り。

? にぷい一員燈色土(lOY悶/4)シルト~粘土。地山続多量、炭少量浪人。

しまりやや弱〈、制'1:若干有り。
8 I羽~褐色土(10YH7/6) シルト~粘土。地lWîL多量浪人G しまり強く、粘1'1 有り 0
9 日高褐色土(10YH3/3)νルト。地LU粒・池山波浪人。 しまり強〈、粘I11有り。

10 lijH立褐色土(lOYH7/6)粘土。しまり弱〈、粘1'1若干有りロ

第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物

何 1. SK506 
E F 

、
/ 

D 

[SI{ 506] 

1 Iこぶい黄褐色土(10YR5/3)シルト。地山校・池山洩(小)混入O

しまり、粘性にやや欠ける。

2 渇色土(lOYR4/4)シルト。地はl粒・地山塊混入。しまりやや有り。粘伎なし。

C D 

SK506 

G 日

J 

。 2 m 

。 10cm 

1(507-1) 

第292図 SK506土坑 SKF507フラスコ状土坑とその出土造物
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第 4章調査の記録

第 2節続縄文時代の遺構と遺物

続縄文時代の遺構は、 ST396"504谷と ST639谷に挟まれた台地上、 ST396..504谷寄りに検出した土坑

1基のみである。

S K 620 

《位

《確認》

《重複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋土》

〈底面》

《遺物》

〈時期》

土坑(第295図〉

MF51グリッドに位援する。

円形の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径1.36m、短径1.32m、深さ34c皿、底面長径1.00由、短径0.94m。

円形である。

緩やかなU字形を呈する。

3躍に分)脅した。

やや凹凸がある。

埋土中から土器片 2点、剥離痕のある石器剥片 1

した土器片から続縄文時代と思われる。
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A B 

ム 64.000m B 

[81¥ 620] 

1 ~.gfu: l::( lÜYK2/1) シル ro 地山淀川、)やや多く合む。しまり、粘t'l むり。
2 !.Hi~t立土(IOYH2/2) シルト。地山村やや多く合むD しまりやや弱く、粘t'l:j:j り。
3 ~主色土(lOYH17/l)ン'"ト。池山村少量浪人。しまりやや弱〈、粘YH守り。

2 m 

℃二~ 3(620-3) 

5(620-5) 

2(620-2) 

第293図 SK620土坑とその出土造物

-497 

第 2節税縄文時代の遺構と造物

1(620-1) 

4(620-4) 

。 10cm 



第4章調査の記録

第 3節古代の遺構とその出土遺物

古代の遺構は、笠穴住居跡32軒、土坑6基、焼土遺構9基である。竪穴住居跡は台地の北側縁辺部と ST

396"504谷と ST 639谷に屈まれた平坦面の 2つの区域に分布していた。土坑は台地の北東側に分布していた。

竪穴住居跡

S 1 42 竪穴住居跡(第294図〉

《位 置~ N G62..63、NH62..63グリッドに位置する。

《確 認〉 床面近くまで黒土採取のために削平されていたが、方形の暗褐色土のプランとして確認した。

複~ iヒ側で縄文時代の SKF 33フラスコ状土坑と重複していた。本住居跡が新しい。

〈規模と平面形〉 東西壁長4.04mx南北壁長3.50m、深さ7cm。方形を呈する。

《埋 土~ 7層に分層できた。自然堆積か人為的堆積かは不明。

《 壁 〉 緩やかに外傾しながら立ち上がる。

〈床 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

〈かまど〉 南側壁の中央からやや東寄り西寄りに構築されていた。遺存状況は不良で、燃焼部の火床面

と支脚と思われる自然石を確認したのみである O

《柱 穴》 壁下を巡る壁溝中と床面に 9カ所検出したが、四栴と壁面に接して穿たれている柱穴が主柱

穴と思われる O

《壁 溝〉 西側壁の南半分を除き壁下に検出したが、削平により消滅したもので、本来は一巡する。

《遺 物〉 埋土中から土師器護の破片が出土した。 1は胸部を箆削り、 2はロクロ整形されている。

《構築時期》 平安時代と推定したの

S 1 79 竪穴住居跡(第295図)

《位 置~ N G58"59、NH58"59グリッドに位置する。

《確 認》 床面近くまで黒土採取のために削平されており、床面とかまど、からプランを確認した。

《重 複》なし。

《規模と平岡形》 東西援長3.62mx南北援長3.66m、深さ12cm。万形を呈する。

《埋 土》 地山粒@塊を含む暗褐色土が堆積していた。

《 壁 》 北側と東側の壁を確認した。緩やかに外傾しながら立ち上がる。西側と南側の壁は削平され

ていた。

《床 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平壌である。

《かまど》 北側壁の東壁寄りに構築されていた。上部を削平されているが、両袖と燃焼部が確認できた。

燃焼部から支脚として使用したと考えられる土師器護の破片が出ニ!こした。

《柱 穴》 床面と援下に16カ所検出したが、主柱穴と思われるものは明確でない。

《壁 溝》なしO

《遺物》

《構築時期》

土師器護の破片がかまど中から出土した。埋土中からの出土なしO

かまどの形態から平安時代と推定した。
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品 54 

3 

第 3節古代の遺構とその出土造物

口

「 σコ

ひ司

B 

G 

B 

2m 

[SI 42] 
1 明褐色土(10YR3/4)地山粒@焼土多量混入。粘性しまり有り 0

2 褐色土(7.5YR4/4)焼土しまりあり。粘性なしO

3 明褐色土(7.5YR5/6) しまりあり。
4 黒褐色土(10YR3/1)地山(明黄褐色シルト)小~中粒混入。
5 褐色土(7.5YR4/4)焼土
6 暗褐色土(10YR3/4)地山 e焼土の極小~極大粒多量混入。
7 褐色土(10YR4/心地山小~中粒混入。ややしまり有り。

1(42-1) 
2(42-2) 

第294函 8142竪穴住居跡、とその出土造物
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第 4章調査の記録
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かまど

口
況現

~ 65.287m 

4 

。 2m 

。司

かまど掘り方

B [SI 79] 
1 灰白色粘土C5Y7/2)
2 暗褐色土(10YR3/3) *J1i土塊混入O

3 n音赤褐色土(5YR3/3)熱変化粘土0

4 fI音褐色 i二(7.5YR3/4)軟らかい。
5 赤褐色土(2.5YR4/6) tJ~ 二!こ。
6 黒褐色土(5YR2/2)焼士、粘1::.塊混入口
7 H音赤褐色土(5YR3/6) 

。 1m 

第295図 8I79竪穴住居跡@かまど
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第 3節古代の遺構とその出土遺物

S 1 100 竪穴住居跡(第296図@第297図)

《位 置~ N 054，，55、NP 54，，55グリッドに位置する。

《確 認》 大湯浮行層が霜降り状に混入している黒色土の方形プランとして確認した。

複》 なし。

《規模と平面形》 東西壁長3.88mx南北壁長4.29m、深さ10cm。方形を呈する。

《埋 土〉

《床 面〉

《かまど〉

《柱 穴》

〈壁 満》

物》

9層に分層できた。自然堆積と思われる。

緩やかに外傾しながら立ち上がる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

南側壁の中央からやや西寄りに構築されていた。 遠存状況は良好で両袖部、燃焼部が確認で

きた。右側袖部から芯材の角擦が 1点出土した。煙道部は短く急角度で立ち上がる。

と床面に27力所検出した。主柱穴は不明。

なし。

埋土中から土師器の杯、護、砥石が出土した。土師器杯(1 )の底部には回転糸切り痕があ

る。堅く焼き締まった土師器饗(4 )の底辺部には叩き目がある。

《構築時期》出土した土器とかまどの形態から平安時代と推定した。

S 1 101 竪穴住居跡(第298図@第299図)

《位 置~ N T50"51、OA50グリッドに位置する。

《確 認》 大湯浮石層が霜!寄り状に混入している黒色土の方形フ。ランとして確認した。

複》 なし。

《規模と平面形》 東西壁長3.28mx南北壁長2.80m、深さ11cmo 万形を呈する。

《埋 土~ 15層に分層できた。自然堆積とjtlわれる。

《 壁 》 緩やかに外傾しながら立ち上がる。

《床 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《かまど》 南側壁の東寄り隅に構築されていた。遺存状況は不良であるが両袖部、燃焼部とも確認でき

た。燃焼部に土師器杯を倒立させて支脚としていた。煙道部は短く急、角度で立ち上がる。

《柱 穴》 壁下を巡る壁溝r~1二!と床面に 10カ所検出したが、壁溝中にある柱穴が主柱穴と思われる。

《壁 溝》 かまど構築部分を除き壁下を一巡する。

物》 かまど中と埋土仁|二lから土fjm器杯が出土した。土師器材Jの底部には回転糸切り痕がある。

《構築時期》 大湯浮右層の堆積状況と出土した土器、かまどの形態から平安時代と推定した。

S 1 104 竪穴住居跡(第300図~第303図)

《位 置~ 0 B43.44、oC43"44グリッドに位置する。

何程 認》 黒褐色士の方形プランとして確認した。

複~ S 1 111竪穴住居跡を掘りこんで構築していた。

《規模と平面形》 東西壁長3.78mx南北壁長3.97m、深さ20cm。方形を呈する。

。里 10屈に分層できた。自然堆積と忠われる。床面上に焼土が 4カ所堆積していた。

《 壁 》 緩やかに外傾しながら立ち上がる。

《床 面》 やや凹[I2Jがある。南側から北東隅側に Y字状に溝状の落ち込みがありH占床されていた。
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第 4章調査の記録

[S 1 100] ※6~10欠番
1 黒色土(7.5YR1.7/1)地Ll，(中粒〉少量混入。しまり有り。
2 黒色土(10YR2/1)地山(大粒)少量混入。しまり有り。
3 黒色土(10YR 1.7/1)地山(大粒)中量混入。しまり、粘性寄り。
4 黒色土(7.5YR2/1)地山(大粒)中量混入。しまり、粘性有り。
5 黒色土(10YR2/1)地山(大粒)中量混入。しまり、粘性有り。
11 黒色土(7.5YR2/1)地山(小粒)ごく少量混入。ややしまり有り。
12 黒色土(10YR1. 7/1)地山(小粒)ごく少量混入。しまり有り。
13 黒色土(10YR2/1)地山(/j¥粒)中最混入。しまり、粘性有り。
14 黒褐色土(2.5Y3/1)地山(大粒〉多量混入。しまり、粘性有り。

2(100… 2) 

1 (100-1) 

仁三ヨ4(100-4) 

第296歯 8I100竪穴住居跡、とその出土造物

502 -

口

。っ
F吋

円吋

?吋

打1

マイナス数字は底聞からの深さ (cm)

3(100-3) 

5(100-5) 



ぱコ

鴇
ω
密

叶
3
8協
議
作
市
δ
距
ハ
げ
臨
書

かまど掘り方

[SI 100] 
1 黒褐色土(10YR2/2)黄櫨色地山粒子@大湯浮石混入。
2 にぷい赤褐色土(5YR4/3) 
3 撞培赤褐色土(5YR2/3) 
4 黒色土(10YR2/1) 
5 樟色土(5YR6/8)焼土
6 赤褐色土(10YR5/3)熱変博化粘土。
7 木根による撹乱

。q日

現況
一
山

Cω

B 

6 

A 65.187m 

o 1m 

5 4 

81 100竪穴住居跡かまど第297図



第 4章

5.2 

1
4
 

守
A

、a
，a

ハU
に
U

ハU
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U

円

h
upμ 9 

15 

G 

[S 1 101] 
1 黒色上(7.5YR1.7/1)地山(中粒)・浮石少量混入。ややしまり有り。
2 オ 1)ーブ褐色.J二(2.5Y4/3)浮石属。しまり有り。
3 黒色土(10YR2/1)地lll(小粒)ごく少量混入。ややしまり有り。
4 黒、色土(10YR1.7/1)地山(小粒〉ごく少量混入。ややしまり有り。
5 黒褐色土(2.5Y3/2)浮お(小粒)多量混入O しまり有り 0

6 黒色土(10YR2/1)地LLIC小粒)少量混入O ややしまり有り。
7 褐色土(10YR4/心地山(中粒)ごく多量混入。ややしまり有り。
8 黒色土(10YR2/1)地山(仁1:]粒)少量混入。ややしまり有り。
9 1と同 Lo
10 2と同じ。
11 5とi可じ。
12 黒色上C7.5YR1.7/1)地山(小粒)ご
13 黒色土(7.5YR 1.7/1)地U_JC小粒)
14 黒褐色土(10YR2/2) *thLLIC大粒)
15 黒褐色土(10YR2/2)地山(大粒)

ややしまり有り。
ややしまり有り。

しまり有り。

亡。

GJ 

ぱコ

。っ

F 

日

口

マイナス数字は床面からの深さ (cm)

行l

1 (101 1) 

かまど支!別に転用

2(101-2) 

第298図 81101 とその出土遺物
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E A 

印
。
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山

制
ω
同一
ω

叶
3
8協
議
什
市

8
E汁
協
同
音

かまど掘り方

[SI 101] 
1 黒褐色土(10YR3/1)地山ローム境混入。
2 iこぶい赤褐色土(5YR5/3)焼土塊混入。
3 明褐色土(7.5YR5/6) 
4 iこぶい黄撞色土(10YR 7/2)焼塊混入。
5 黒褐色土(10YR3/1) 
6 熱変薄化粘土土(袖部・天井部)
7 iこぶい黄櫨色土(10YR 7/2) 

仁J

B 

現況

ム 65.200m

o 1m 
2 

81 101竪穴住居跡、かまど第299函



第 4章調査の記録

官ラ

A 

ム-65.100m 

8 

[SI 104] 

GT26 

台

。!?44

2 

3 

1 黒褐色土(10YR2/2) 
2 黒褐色土(10YR2/3)灰自色粘土塊、黄櫨色ローム粒@塊混入。
3 黒褐色土(10YR2/2)黄櫨色ローム粒・塊混入。
4 暗褐色土(10YR3/3)明赤褐色ローム塊混入。
5 灰白色土(10YR8/1)灰白色粘土。
6 黒褐色土(10YR3/1)黄櫨色ローム粒混入。
7 黒褐色土(10YR3/1) 6よりローム塊多く、大きし )0

8 黒色土(10YR1.7/1)黄樺色ローム粒混入。
9 黄樺色土ローム塊
10 地山ローム鮎床(厚さ 1cm) 

ぱコ

日目
25.6 

B 
亡。

/1 ~-~十
)~ ¥) (¥ 

ばコ

B 

o 2・m

マイナス数字は床面-からの深さ (cm)

第300図 81104 • 81 111竪穴住居跡
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第 3節 古代の遺構とその出土遺物

口! 口[

主。 C可

t-・

σコ

現況

A 65.200m B 

6 5 
υl 

口) 口i

-5.0 

υ| υ( 

[81 104] 
1 !こぶい檀色土(7.5YR 7/3)粘土。
2 樫色土(5YR6/6) 
3 焼土(埼イヒ)(S 1 111) 
4 黒褐色土(7.5YR3/1) 
5 暗赤褐色土(5YR3/3) 
6 黄櫨色土(10YR8/6)砂質。
7 !こぶい黄樟色土(10YR 7/3) 
8 黒褐色土ClOYR3/1)明黄褐色地山塊混入。
9 灰赤色土(2.5YR4/2) 
10 にぶい褐色土(7.5YR5/3) 
11 黒褐色土(10YR3/1) 

かまど掘り万

マイナス数字は床面からの深さ (cm)

o 1 m 

第301区18I 104竪穴住居跡かまど

ワーハU
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第 4章調査の記録

1 (104-1) 

3(104 -3) 4(104-4) 

2(104 -2) 

6(104 -6) 

に 1/~Y
8(104-8) 9(104-9) 

10(104-10) 
11 (104 -11) 12(104-12) 

て ヌ
13(104-13) 

14(104-14) 15(104-15) 

¥ -卜-11
16(104 -16) 17(104-17) 

。 10cm 

第302図 81104竪穴住居跡出土造物(1 ) 
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第 3節 古代の遺構とその出土遺物

¥:¥斗 cプ
1(104-18) ~ 

J 
2(104-19) 6(104-23) 

4(104-21) 5(104-22) 

7(104-24) 10(104 -27) 

8(104-25) 

12(104-29) 
11 (104 -28) 

9(104-26) 

13(104-30) 

伝丞二三2iJ:J 川 4-32)

三二三 14(104 。 10cm 

第303図 8I104竪穴住居跡出土造物(2 ) 
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第 3節古代の遺構とその出土造物

《かまど〉 南側壁の中央からやや東寄り西寄りに構築されていた。遺存状況は良好で両袖部、燃焼部が

確認できた。遺存状況は不良であるが両袖部、燃焼部とも確認できた。火床は高熱のため博化

していた。煙道部は短く急、角度で、立ち上がる。煙道部は長く煙出孔に向かつて底面が下降する。

《柱 穴〉 壁下を巡る壁溝中と床面に20カ所検出したが、 Pい P2 "P 4 "P 10が主柱穴と思われる。

溝〉 なし。

物〉 埋土中から土師器の杯(1 "-'23)、護 (24，.....，28)、鍋 (30)、須恵器の長頚壷 (29)のほか、縄

文時代の石血 (31)、半円状偏平打製石器 (32) も出土した。土師器部には高台付内黒 (1，，18入

底辺部箆削り(2 )、ロクロからの切り離しに、へラ切り (3'"'-' 6、21"22)、回転糸切り (23)

がある。土師器鍋はロクロで製作したものである。

《構築時期》 出土した土器から平安時代と推定した。

は口頭部の破片である。

S 1 105 竪穴住居跡(第305図@第306関)

《位 置~ 0 D40"位、 oE40"41グリッドに位霞する。

《確 認》 方形プランの中央に大湯浮石層が堆積しているのを確認した。

複》 なし。

《規模と平面形》 東西壁長3.20mx南北壁長2.80m、深さ16cIDo 方形を呈する。

《埋 土~ 7層に分層できた。自然堆積と恩われる。

〈 壁 》 緩やかに外傾しながら立ち上がる。

《床 面》 わずかに凹凸がある。

《かまど》 南側壁の中央からやや西寄りに構築されていた。遺存状況は不良であるが両袖部、燃焼部と

も確認できた。燃焼部には自然石と土師器護の胴部下半を倒立させ支脚としていた。煙道部は

く煙出孔に向かつて底面がやや下降する。

《柱 穴》 控下床面に 5カ所検出したが、 PいP2"P3"P6が主柱穴と思われる O

溝》 なし。

《遺 物》 埋土中から土師器の杯と護が出土した。土師器杯の底部には糸切り痕があり、 4と5は高台

付で、 4は内黒である。竪く焼き締まった土師器護(7 )の底辺部には叩き日がある。

《構築時期》 大湯浮石層の堆積状況と出土した土器から平安時代と推定した。

S 1 106 竪穴住居跡(第307図~第309図)

《位 置~ OA48、OB48グリッドに位置する O

《確 認》 西側に撹乱穴があり、上部を削平された黒褐色土の万形フ。ランとして確認した。

複》 なしO

《規模と平面形》 東西壁長3.18mx南北壁長2.63m、深さ8CID。万形を呈する。

《埋 土》 黒褐色土が薄く堆積していた。

《 壁 》 削平されていたが、緩やかに外傾しながら立ち上がる。

《床 面》 やや凹凸がある。

《かまど》 南側壁の中央からやや東寄りに構築されていた。遺存状況は不良であるが両袖部、燃焼部と

も確認できた。燃焼部には土師器杯を倒立させて支脚としていた。煙道部は短く急、角度で立ち

上がる。
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第 4章調査の記録

c
一
A

D 

「 吋ζ 七手二JJJqf

c'l 

日
C
C

∞
.3

(S 1 105] 
大湯浮石層
黒褐色土(10YR2/2)明黄褐色地山粒混入。

黒褐色土(lOYR3/2)ややボソボソしている。

黒褐色土(10YR3/2)明黄褐色地山粒混入。

黒褐色土(lOYR3/1)明黄褐色砂質・地山ローム粒

.塊混入。
6 黒褐色土(lOYR3/2)明黄褐色地山ローム塊混入。

7 黒色土(lOYR2/1)ややボソボソしている。

1 (105-1) 2(105 -2) 

4(105-4) 

。 10cm 

。 2m 

3(105-3) 

6(105-6) 

第305図 81105竪穴住居跡とその出土造物

7(105-7) 
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古代の遺構とその出土遺物第 3節
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第 4章調査の記録

主ラ

1 (106-1) 4(106-4) 

5(106-5) 

¥ーとこグ2(106-2) 

7(106-7) 

3(106-3) 

。 10cm 

c二二二二=>'

日
g
ω
.
3

。 2m 

6(106-6) 

8(106-8) 

10(106-10) 

ヒ二二二コ
第307図 81106竪穴住居跡とその出土遺物(1 ) 
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第 3節古代の遺構とその出土造物

2(106-12) 

3(106-13) 

4(106-14) 

7 
5(106-15) 

7(106-17) 

。 10cm 

第308図 81106竪穴住居跡出土造物(2 ) 

F
h
u
 

寸

lム

F
h
υ
 



第 4章調査の記録

S 1106 

現況

。
ムー 65.200m

B 

2 

3 4 

1m 

N 

B A 

σコ

uコ

かまど掘り方

[SI 106] 
1 黒褐色土(10YR3/1)褐灰色粘土塊混入。

2 褐灰色土(5Y4/1)天井粘土。
2a袖粘土
3 にぷい赤褐色土(5YR5/3)天井粘土。

4 明赤褐色焼土(5YR5/6) 
5 熱変薄化焼土

4主
/
 /

 /
 /

 /
 /

 

S 1 107 

G 2m 

第309図 8I106竪穴住居跡かまど"8I 107竪穴住居跡
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第 3節古代の遺構とその出土遺物

《柱 穴》なし。

溝〉 なしO

《遺 物》 埋土中から土師器の杯、護が、かまどからは土師器の杯 (6)が出土した。土師器杯(1 ，.._， 

3)は内黒である O 底部に回転糸切り痕がある。土師器護の胴部は箆削りしていた。 9ぺOは

土師器護の底部破片であるが、底板と胴部が接合部で剥離しており、製作方法がわかる資料で

ある。

《構築時期》 出土した土器から平安時代と推定した。

S 1 107 竪穴住居跡(第309図)

《位 置~ 0 A45..46、oB45"46グリッドに位置する。

《確 認》 上部を削平されており、わずかに床面の痕跡が題囲と区別できた。

《重複》な Lo

《規模と平面形〉 東西壁長4.43mx南北壁長3.48m、長方形をまする。

《埋 土》 地l勾粒@塊を含む暗褐色土が堆積していた。

居ニ1辛エ 削平されており、不明。

《床 面》 大きな凹凸がある。

〈かまど》 確認できなかった。

《柱 穴》 確認できなかった。

《壁 溝》 確認できなかった。

〈遺 物》 なしO

《構築時期〉 プランから古代と推定した。

S 1 111 竪穴住居跡(第300図e第304図〉

《位 置~ OB43"44、oC43..44グリッドに位置する。

《確 認~ S 1 104竪穴住居跡のかまど精査中に、ほとんど破壊@削平され、わずかに南西隅部と南側

壁下の柱穴が残っていたのを確認した。

《重 複~ S 1 104竪穴住居跡と重複していた。本竪穴住居跡が、 S1 104竪穴住居跡にほとんど破壊

され、かまどを構築されていたので古い。

《規模と平面形》 西壁残存長0.68m、推定南壁長3.74m、深さ 5cm。方形と推定。

《埋 土〉 地山粒@塊を多量に含む暗褐色土が堆積していた。

《 壁 〉 重複のため、削平されていたが緩やかに外傾しながら立ち上がる。

《床 面》 やや凹凸がある。

《かまど》 なしO

《柱 穴》 南側壁下に 5カ所(P17"P18.. P22.. P23. P24)検出した。

溝》な Lo

物》 土師器の杯、護が出土した。土師器杯は底部に、静止糸切り痕、へラ切り、回転糸切り痕の

残るものがある。土師器護(9 )の胴部は箆なで調整されている。整く焼き締まった土師器護

(10.11)の底辺部には叩き自がある。

《構築時期》 出土した土器から平安時代と推定した。

-517 



第4章調査の記録

S 1 120 竪穴住居跡(第310図~第312図)

《位 置)，> MR69、MS 68"69"70、MT69グリッドに位置する。

《確 認》 方形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

《重 複》 縄文時代の SK T 252 T -P i t、SK F 253フラスコ状土坑と重複している。新!日関係は

本竪穴住居跡、が新しし iO

《規模と平面形〉 東西壁長4.53rnx南北壁長3.84rn、深さ28cm。方形をまする。

《埋 土)，> 24層に分属した。自然堆積と思われる。北東側の埋土断面に風倒木痕が認められた。

《 壁 》 緩やかに外傾しながら立ち上がる。

《床 面》 ほぼ平坦である。縄文時代の遺構部分には地山土で貼床をしていた。

《かまど》 南側壁の中央からやや東寄りに構築されていた。遺存状況は不良であるが再袖部、燃焼部と

も確認できる O 燃焼部には、土師器の杯を倒立させた支脚が残っていた。煙道部が長く、煙出

孔に向かつて底面が緩やかに上昇する。焚口前の床面を楕円形に掘り窪めていた。

《柱 穴》 壁下と床面に 8カ所検出したが、各隅部にある P1，，-， P4が主柱穴と思われる O

《壁溝》な Lo

《造 物》 かまど、から土師器の杯 (1)、埋土中からi不(2 )、護 (3.. 4)、鍋(5 )の外、縄文土器片

( 6 "-' 15)、微小剥離のある石器剥片(16"-'18) も出土した。土師器杯は底部に回転糸切り痕

がある。土師器護は胴部に箆けずり、底部に木葉痕がある。鍋は体部両面に叩き目がある O

《構築時期》 出土した土器から平安時代と推定した。

S 1 121 竪穴住居跡(第313図~第316図〉

《位 置)，> M Q70"71 ，，72、MR 70，，71 ，，72グリッドに位置する。

《確 認》 方形の黒褐色土の落ち込みの中に大湯浮石層が不整円形に堆積しているのを確認した。また、

南側の壁にかまどの煙道が 2本あるように見えた。

《重 複》 縄文時代の SKF231"SKF 246フラスコ状土坑と重複している。新旧関係は本竪穴住居

跡が新しい。

《規模と平面形》 東西壁長4.30rnx南北壁長4.40rn、深さ26cm。方形を呈する。

〈埋 土)，> 36層に分属した。自然堆積と思われる。埋没がかなり進んでから大湯浮石層が堆積した状

況を示す。

《 壁 》 緩やかに外傾しながら立ち上がる。南側壁の中央から西寄りに長さ1.10rn、i隔68rnの長方形

の落ち込み(深さ10"-'15cm)がある。出入り日と考えられた。

《床 面》 ほぼ平坂である。縄文時代の遺構部分には地山土で貼床をしていた。

《かまど》 南側壁の中央からやや東寄りに構築されていた。 遺存状況は良好で両袖部、燃焼部が確認で

きた。燃焼部の火床は高熱により堅く焼き締まり薄化していた。丸い自然石を支脚としていた。

煙道部は長く煙出孔に向かつて底面が下降する。煙道部の両側には粘土が張り付けられており、

煙出孔には重なり合った状況で土師器護の破片(1個体:12)と偏平な自然石を検出した。

《柱 穴》 床面に10カ所と盤上部に 2カ所検出したが、主柱穴となるのは不明。

溝》 かまど構築部分を除き壁下を一巡する。

《造 物》 かまど周辺の床面とかまど中から土師器の杯、護、鍋のほか、鉄津 (32)、縄文時代の石器

-518 



第 3節 古代の遺構とその出土遺物
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[S I 120]※16-20欠番
0 黒色土(7.5YR1.7/1)地山(中粒)中;量混入。ややしまり有り。
1 黒色土(10YR2/1)地山(小粒)ごく少量混入。ややしまり有り。 U Zm 
2 黒褐色土(10YR2/2)地山(大粒)中最混入。ややしまり有り。
3 黒色土(10YR2/1)地山(小粒)少量混入。ややしまり有り。
4 黒褐色土(10YR2/2)地山〔大粒)中震混入。ややしまり有り、弾性有り。
5 黒色土(7.5YR2/1)地1.lJ(大粒)中量混入。ややしまり有り。
6 黒褐色土(10YR2/2)地山(中粒)I=t最混入。ややしまり有り。 マイナス数字は床面からの深さ (cm)
7 浅黄色土(2.5Y7/3)地山(小粒)ごく少量混入。しまり有り。
8 黒色土(7.5YR2/1)地山(大粒〕中震混入。しまり脊り。
9 黒褐色土(2.5Y3/2)地山〔小粒)・炭(小粒)中震混入。しまり有り。
10 黒色土(10YR2/1)地山(中粒)・炭(中粒)多量混入。しまり有り。
11 黒褐色土(10YR2/2)地山(大粒)・炭〔中粒)多量混入。しまり有り。
目 黒褐色土(2.5YR3/2)地山(中粒)・炭(中最〉多量浪人。ややしまり有り。
目 黒褐色土(2.5Y3/2)地山塊(小〉多量、炭(中;量)混入。しまり強い。
14 褐色土(10YR4/心地山〔小粒)多量、炭(中粒)中量、地山塊(中)混入。

ややしまり有り。
15 明黄褐色土(10YR7/6)地山。しまり有り。
21 黒色土(10YR2/1) 地山 (I~::J粒〉中量混入。ややしまり有り。
22 黒褐色土(10YR3/2)地山(大粒)中最混入。ややしまり有り。
23 黒褐色土(2.5Y3/2)地山(小粒)ごく少量、炭(仁t粒)少最混入。ややしまり有り。
24 3に同じ。
25 1に同じ。
26 黒色土(10YR2/1)地tll(小粒)少量、炭(中粒)仁l'遼混入。ややしまり有り。
27 5に同じ。
28 オリーブ褐色土(2.5Y4/心地山(中粒)多鏡、炭([1::1粒)少量混入。ややしまり有り。
29 黒色土(7.5YR1.7/1)地山(小粒)少量混入。
::30 8に同じ。
31 紫色土(10YR2/1)地111(中粒)多量混入。しまり強い。

第310図 81120竪穴住居跡
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[SI 120] 
1 !こぶい樫色土(5YR6/3)粘土(壁・天井部粘土)
2 浅黄櫨色土(7.5YR8/6) 1の熱変化。
3 黒色土(10YR3/1)明黄褐色地山塊混入。
4 にぷい赤褐色土(2.5YR4/4) 
5 黒褐色土(10YR2/2) 
6 灰白色土(5YR2/1)粘土。
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かまど掘り方
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現況粘土

~ 

A 

C刀
む4コ
Cこコ

o m 

81 120竪穴住居跡、かまど第311図
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第 3節古代の遺構とその出土遺物
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26 

[S 1 121] ※35~40. 58. 59欠番 26 

1 黒色土(10YR2/1)地山(小粒)ごく少量混入。ややしまり有り。 27
2 黒褐色土(2.5Y3/2)浮石多主義混入。しまり有り。 28
3 黒色土(2.5Y2/1)地tl，(中粒)中最混入O ややしまり有り。 29
4 ~褐色こt(2.5Y3/2) 地山(小粒)少議混入。しまり有り。 30
5 黒色土(lOYR2/2)地山(中粒)中;屋、炭(小粒)少量混入。粘土粒混入。 31

しまり、部性有り。 32
6 黒褐色土(10YR2/2)地山(大粒)・炭(小粒)少最混入O 粘土粒浪人。 33

ややしまり有り。 34
7 黒褐色土(lOYR2/2)地JlJ.(中粒)中鏡、炭(中粒)少盈混入。しまり有り。 41
8 黒色土(10YR2/1)地山〔中粒)中量、池山(大粒)混入。しまり有り。 45
9 黒褐色(10YR2/2)地山(中粒)中盤、炭(中粒)少鼠混入。しまり有り。 46

]0 黒色土(10YR1.7/1)地山(小粒)少量浪人。 47

11 黒色土(2.5Y2/])地山(小粒)少量浪人。ややしまり有り。 48

12 階灰黄色土(2.5Y4/2)地山(小粒)少;霞混入。粘土混入。しまり、粘性有り。 49

13 .w.縄色土(7.5YR2/l)地山(中粒)少量混入。しまり有り。 50

14 3に同じo 15 31こ同じo 16 101こ同じ。 51

17 黒色土(lDYR2/1)地山(大粒)ごく少;鼠混入。ややしまり有り。 52

18 黒色土(7.5Y4/2)地山(小粒)少量混入。 53

19 黒色土(7.5YR1.7/])地山(中粒)ごく少量滋入。しまり有り。 54

20 黒色土(2.5Y2/1)地山(小粒)ごく少盤混入o 55 

21 11こ悶じ。 56

22 黒褐色土(2.5Y3/1)池山(小粒)・炭(中校)少鏡、浮石少量浪人。しまり有り。 57

23 2に同じ。 24 3に同 Lo25 8に悶じ。 60

B 

しまり有り。

マイナス数字は床面 e 地山面からの深さ (cm)

R1.7/1)地LlJ(tjl粒)少量混入O しまり有り。
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81 121竪穴住居跡かまど第314図

[SI 122] 
1 にぶい黄褐色土(10YR5/3)粘土塊
2 黒褐色土(10YR2/2)明黄褐色地山粒@塊混入
3 にぷい赤褐色土(5YR4/3) 
4 灰褐色土(5YR5/2) 
5 灰赤邑土(2.5YR4/2) 1の熱変化粘土
6 暗褐色土(10YR3/3)粘土混入
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第 3節古代の遺構とその出土造物
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第 4章調査の記録
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第 3節 主代の遺構とその出土造物

が出土した。土師器杯は内黒(1 )、高台付内黒(2 )もある。 3'"'-'10はロクロ整形で、 3" 

4には底部に回転糸切り痕があるo 10の底部には箆起こし痕がある。土師器蜜には胴部外面を

箆削り、内面を箆なでしたものが多いが底辺部に叩き自のあるもの (25) もある。底部が丸底

風に箆削りしたもの(12)と平底に木葉痕(19)のあるものがある。鍛 (24)はロクロ整形し

たものである。縄文時代の石器は削器(26"27)、微小若Ij離のある石器剥片 (28"29)、半円状打

製石器 (30.31)、擦り石 (33)である。

《構築時期〉 大湯浮石層の堆積状況と出土した土器から平安時代と推定した。

S 1 122 竪穴住居跡(第317図~第319図〉

《位 置} M072、MP71..72グリッドに位置する。

《確 認〉 方形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複〉 縄文時代の SK F 245フラスコ状土坑と重複している。新!日関係は本竪穴住居跡が新しい。

《規模と平面形》 東西壁長3.19mx南北壁長3.08m、深さ9cm。方形を呈する。

《埋 土} 11層に分層した。自然堆積と思われる。

《 壁 》 緩やかに外傾しながら立ち上がる。

《床 面》 凹凸がある。縄文時代の遺構部分には地山土で貼床をしていた。

《かまど》 東側隅部に構築されていた。遺存状況は不良であるが両袖部、燃焼部とも確認できる。偏平

な自然おを支脚としていた。煙道部は短く急、角度で立ち上がる。

《柱 穴〉 壁下と床面に21カ所検出したが、主柱穴は不明。

〈壁 溝〉なし。

《造 物〉 土師器の杯、護のほか、縄文時代の石器なども出土した。土師器杯はロクロ整形で、高合付

内黒(2 )もある O 土師器護(3)の底部には木葉痕が見られる。縄文時代の石器は掻器 (5" 

6) と削器(7)である。

《構築時期〉 した土器から平安時代と推定した。

S 1 123 竪穴住居跡(第320図@第321図)

《位 誼} M072"73、MP73グリッドに位置する。

《確 認》 万形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複〉 縄文時代の S1 143竪穴住居跡、 SK 241土坑と重複している。

《規模と平面形〉 東西援長2.80mx南北壁長2.46m、深さ18cm。方形を呈する。

《埋 土T 10層に分層した。自然堆積と思われるが、土層15は壁板の裏込め土と考えられる O

《 壁 》 緩やかに外傾しながら立ち上がる。

《床 面》 やや凹凸がある。縄文時代の遺構部分には地山土で、貼床をしていた。

〈かまど》 南東側壁の中央からやや南寄りに構築されていた。遺存状況は良好で両袖部、燃焼部が確認

できた。燃焼部にほぼ立方体の自然石を支脚としていた。煙道部は長い。

穴》 壁下と床面に 7カ所検出した。

なし。

物》 土師器護の底部破片 1点と、縄文時代の基部を欠損する磨製石斧 1点などが出土した。

《構築時期》 出土した土器から平安時代と推定した。
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10 

[S 1 122] 
1 黒色土(10YR2/1)地山(中粒)ごく少量混入。ややしまり有り。

2 黒色土(7.5YR2/1)地山(大粒〉少量混入。しまり有り。

3 黒色土(7.5YR2/1)地山(小粒〕ごく少量混入。ややしまり有り 0

4 黒色土(10YR2/1)地山(大粒〕ごく多量混入。ややしまり有り。

5 4tこ同じ。
6 2に同じ。
7 黒色土(10YR2/1)地山塊(小〉中量混入。ややしまり有り 0

8 黒色土(2.5Y2/1)地山(大粒〕多量混入。しまり有り。

9 黒褐色土(2.5Y3/2)地山塊(中〕中量混入。しまり有り。

10 黒褐色土(2.5Y3/2)地山塊(小〕中量混入。ややしまり有り 0

11 黒色土(lOYR2/1)地山(大粒)多量混入。ややしまり手寄り。
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[SI 122] 
1 にぷい褐色土(7.5YR5/4)粘土。樟色粘土粒多量混入。
2 黒褐色土(10Yま2/3)
3 撞色土(7.5YR7/6)袖部粘土
4 E定白色土(2.5Y畏8/1)袖部粘土
5 黒褐色土(10YR3/2) 
6 黒褐色土(10YR3/2)粘土塊混入
7 暗褐色土(10YR3/4)灰白色粘土塊混入
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第 4章調査の記録
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[81 123] マイナス数字は床面@地山からの深さ (cm)

l 黒色土(10YR1.7/1)地山(小粒)少量、地山(大粒)混入。ややしまり有り。

2 黒色土QOYR1.7/1)地山(小粒)晴、地山(大粒)混んしまり有りo 0 2m 
3 2に問し。
4 黒色土(10YR2/1)地山(大粒)中最混i入O しまり有り。

5 黒色土(2.5Y2/1)地山(小粒)ごく少量混入。白色粘土混入。しまり有り 0

6 黒色土(10YR2/1)地111(中粒)中量、地山(大粒)混入。しまり、粘性有り。

7 黒色土(7.5YR1.7/1う地山塊(小)中量混入。しまり有り。
8 6に同じ。
9 黒佐上(10YR2/1)地山(小粒)ごく少量混入。ややしまり有り。

10 黒褐色(10YR2/3)地山(大粒)中最混入。ややしまり有り。
11 1に同じ。
12 3に問じ。
13 4に同じ。
14 8に同じ
15 オリーブ褐色(2.5Y4/3)地山(中粒)少量混入。しまり有り。

16 黒褐色(10YR2/2)地山(小す立)少量混入。ややしまり有り。
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第 3節古代の遺構とその出土遺物

S 1 124 竪穴住居跡(第322図@第323図)

《位 霞~ MN73..74、M073"74グリッドに-位置する。

《確 認〉 方形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

〈重 複》 縄文時代の S1 143竪穴住居跡と重複していた。 1回の改築を確認できた。

《規模と平面形〉 東西壁長3.16m(2.90m) x南北壁長2.87m、深さ16cIDo 方形を呈する。西側を20，..._，30

CID縮小していた。

《埋 土~ 17層に分層した。自然堆積と思われる。西側には地山土を埋め戻した部分があり、改築した

と判断した。

《 壁 》 わずかに外傾しながら立ち上がる O

《床 面〉 ほぼ平坦である。北東隅部近くに地山土で貼床した部分がみられる。

《かまど》 東側壁の中央からやや南寄りに構築されていたが、遺存状況は不良で、短い煙道部を確認し

ただけである。

《柱 穴》 壁下と床面に 9カ所検出したが、床面の東側に多い。

《壁 溝》 南側壁下と西側壁下南半に検出した。

《遺 物》 土師器の杯と警の破片などが出土した。

《構築時期》 出土した土器から平安時代と推定した。

S 1 125 竪穴住居跡(第324図@第325図)

《位 置~ MM72"73、MN73グリッドに位置する。

《確 認〉 白色粘土の堆積のある方形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

《重 複》 縄文時代の S1 143竪穴住居跡と重複していた。

《規模と平面形》東西壁長3.16mx南北壁長2.87m、深さ16cID。方形を呈するの

《埋 土~ 26層に分層した。自然堆積と思われる。

《 壁 〉 緩やかに外傾しながら立ち上がる O

《床 面〉 ほぼ平坦である。縄文時代の遺構部分には地山土で貼床をしていた。

〈かまど》 西側壁の中央からやや北寄りに構築されていた。遺存状況は不良であるが雨袖部、燃焼部が

確認できた。燃焼部には土師器の杯(3 )を倒立させて支出]としていた。火床は堅く焼き締ま

っていた。焚口の前は楕円形に掘り窪めていた。煙道部は短く急角度で立ち上がる。

〈柱 穴》 壁下と床面に 9カ所検出したが、床面の東側に多い。

〈壁 溝〉 西側壁を除いた控下に検出した。

物》 かまどから土師器の杯(3 )と護破片が、埋土中から土師器の杯(1 " 2 )と護 (4" 5)の

ほか、縄文土器片 l点と基部を欠損する磨製石斧 1点などが出土した。

《構築時期》 出土した土器から平安時代と推定した。

S 1 126竪穴住局跡(第326図~第329図)

《位 置~ MK74.75" ML74..75グリッドに位霞する。

《確 認》 炭化物を多く混入する万形の黒色土の落ち込みの中に大湯浮石層が円形に堆積しているのを

確認した。

531 
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[81 123l 
l 黒褐色土(10YR3/1)炭化物粒・にぷい黄撞色粘土塊混入。

2 灰黄褐色土(10YR5/2)にぷい黄櫨色粘土粒多量混入。

3 にぷい黄褐色土(10YR4/3)黄樟色地山塊混入。

4 !こぶい黄樟色土(10YR6/4)粘土。

5 黒、褐土(10YR2/3)灰黄褐色粘土粒混入。

6 暗褐土(10YR3/3)炭化物塊少量混入。

7 黒褐土(10YR2/3)灰炭化物塊多量混入。

8 培褐土(10YR3/4)炭化物塊・粘土塊混入。

9 博化した粘土塊。
10 黄褐色土(10YR5/8)粘土混入。
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古代の遺構とその出土造物
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第 3節
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c'l 

P10 
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A 

[S 1 124]※9. 10. 17-20欠番
] 黒褐色土(2.5Y3/1)地山(中粒)中量、炭(小粒)少量混入。ややしまり有り。
2 黒色土(2.5Y2/1)地山(大粒)中量、炭(中粒)少量混入。ややしまり有り。
3 ~耳褐色土(2.5Y3/2) 地山(大粒)多量、炭(中粒)少量混入。ややしまり有り 0
4 黒色土(10YR2/1)地山(中粒)中量、炭(中粒)多量混入。しまり有り。
5 黒褐色土(2.5Y3/1)地山(小粒)中量混入o

6 ~黒褐色土(10YR2/2)池山(大粒)・炭(中粒)多量混入。ややしまり有り。
7 黒褐色土(10YR3/2)池山(大粒)ごく少量、炭(中粒)混入。ややしまり有り。
8 黒褐色こ!::(2.5Y3/2)地山(大粒)少最混入、炭(小粒)中量混入。ややしまり有り。
11 1に同じ。
12 2に同じ。
13 3に同じ。
14 41こ同じ。
15 黒褐色.:f:(2.5Y3/2)地山(大粒)少量混入。しまり有り。
16 ~黒色土(10YR2/1)池山(中粒)少量浪人。しまり、粘性有り。
21 1に悶じ。
22 2に悶じ。
23 3に同じ
24 黒渇i5土(luYR2/2) J白山(大粒)・炭(小粒)中量混入o ややしまり有り。
25 ~黒色土(10YR2/1)地山(中最)少量混入。ややしまり有り。
26 黒褐色土(lOYR2/1)地山(中最)中量混入。ややしまり有り。
27 黒褐色土(10YR2/2)地山(小粒)少量混入。
28 黒褐色土(lOYR3/2)池山(中粒)多量混入。ややしまり有り。
29 累色土(10YR2/1) :!t!l山(小粒)ごく少量混入。
30 黒褐色.:f:(2.5Y3/2)地山(大粒)やや多昼夜入。しまり有り。
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かまど掘り方

1 にぷい褐色土(7.5YR5/3) 
2 黒褐色土(10YR2/2)黄褐色ローム粒混入。
3 黒褐色土(10YR2/2)粘土混入。
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第4章調査の記録
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第 3節古代の遺構とその出土造物

口|

むつ

υl かまど掘り方

[SI 125] 
1 培赤褐色土(5Y3/3)炭化物粒・粘土粒多量温入。
2 !こぶい黄褐色土(10YR 7/4)噂化粘土(火床面)
3 黒色土(10YR1.7/1) 
4 褐色土(7.5YR4/3) 
5 灰褐色土(7.5YR6/2) 

三エコニニ?一一円二三割戸

4(125-4) 

6(125-6) 

5(125-5) 

乙コ川-7)
。 10cm 

第325図 81125竪穴住居跡かまど@竪穴住居跡出土造物
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第4章調査の記録

A 

口

S KF249 

¥¥¥一一一一/cg) υl 

A 8 7 2 2 5 

11 
10 9 4 4 

[SI 126] 
1 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)大湯浮石多量混入。ややしまりあり。

2 黒甑土(10YR2/1)地山粒・炭化物少量混入。しまりあり。

3 黒褐色土(lOYR2/3)地山粒多量・炭化物少量漉入。ややしまりあり。

4 黒褐色土(10YR2/3)地山粒少量混入・炭化物多量混入。ややしまりあり。

5 黒色土(7.5YR 1. 7/1)大湯浮石混入。ややしまりあり。

6 黒色土(7.5YR1.7/1)地山粒混入。しまりあり。

7 黒色土(7.5YR 1.7/1)大湯浮石混入。ややしまりあり。

8 黒色土(7.5YR2/1)地山粒少量混入。しまりあり。

9 黒褐色土(10YR2/3)地山粒多量、炭化粒少量混入。ややしまりあり 0

10 黒掲色土(10YR2/2)地山粒少量混入。しまりない

11 黒色土(10YR 1. 7/1)地山粒極少量、炭化物少量混入。ややボソボソしている。

12 黒色土(10YR2/1)地山粒少量混入。ややしまりあり。

13 黒褐色土(7.5YR3/2)地山粒極少量混入。しまりあり。

14 黒色土(10YR1.7/1)炭化物・大湯浮石少量混入。ややボソボソしている。

15 黒色土(7.5YR1.7/1)地山粒・炭化物少量混入。

16 培褐色土(10YR3/4)地山極少量混入。ややしまりあり。

第326図 81126竪穴住居跡
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[S 1 126] 
1 にぷい撞色土(7.5YR7/3)粘土。
2 !こぶい黄櫨色土(10YR7/4)砂質粘土。
3 !こぶい褐色土(7.5YR6/3)粘土。
4 褐色土(7.5YR4/3)炭化物混入。
5 !こぶい褐色土(7.5YR5/3)粘土0

6 にぷい樺色土(7.5YR6/4)粘土。
? にぷい黄櫨色土(10YR 7/3)砂質粘土。
8 !こぶい赤掲色土(5YR4/3) 
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第4章調査の記録

て 7uuh 

4(126-4) 

5(126-5) 

2(126… 2) 3(126-3) 

7(126-7) 

8(126-8) 

9(126-9) 

10(126-10) 11(126-11) 

。 10cm 

6(126-6) 

第328函 81126竪穴住居跡出土造物(1 ) 
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第 3節古代の遺構とその出土造物

1(126-12) 

3(126-14) 

4(126-15) 

2(126-13) 

5(126-16) 

6(126-17) 

第329図 8I126竪穴住屑跡出土造物(2 ) 
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第 4章調査の記録

《重 複〉 縄文時代の SK F 249フラスコ状土坑と重複している。

《規模と平面形》 東西壁長3.32mx南北壁長2.96m、深さ32cffi。方形を呈する O

《埋 土~ 16属に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入が多い。

《 壁 〉 緩やかに外傾しながら立ち上がる。

《床 面〉 ほぼ平坦である。床面上には焼土、炭化板材、炭化丸太材、炭化した禾本科植物が大量に厚

く堆積していた。

《かまど》 南東側壁の中央からやや北寄りに構築されていた。遺存状況は良好で両袖部、燃焼部が確認

できた。煙道部は長く緩やかに上昇する。焚口にこぶし大の自然石と土器片を出土した。

《柱 穴〉 壁中と床面に 5カ所検出した。

《壁溝〉なし。

《遺 物〉 土師器の杯、護、須恵器の長頚壷のほか、縄文土器、モモの核なども出土した。土師器杯は

底部に回転糸切り痕がある O 土師器護は胴部を箆削りしているものが多いが、護12には叩き自

も見られる O 蜜14の底部lこは回転糸切り痕がある。護15は胴部を箆削りし底部が丸底である O

須恵器長頚壷(16) は口頚部を欠損しているが頚部に粘土紐を巡らし、層部に 3'""4条の沈線

を巡らしている。縄文土器(17) は縄文時代前期の深鉢である。

《構築時期》 大湯浮石層の堆積状況と出土した土器から平安時代と推定した。

S 1 128 竪穴住居跡(第330図@第331図)

《位 置~ M L 75"76，， MM75..76グリッドに位置する。

《確 認〉 方形の暗褐色土の落ち込みとして確認したが、粗掘り時に西側を掘り過ぎていた。

〈重 複〉 東側壁中央部で土坑様落ち込みと重捜していた。新!日関係は本竪穴住居跡が新しい。

〈規模と平面形》 東西壁長3.86mx南北壁長3.16泊、深さ22cffio 北側壁が南側壁に比べてやや短く台形を

呈する。

《埋 土〉 粗掘り時に西側を掘り過ぎていたため、自然堆積か人為的堆積かは不明であるが、炭化物が

混入していた。

《 壁 》 緩やかに外傾しながら立ち上がる。

《床 面〉 やや凹凸がある。かまど右前に長方形の窪みがあるが、時期に異なる土坑かどうか粗掘り時

に西側を掘り過ぎていたため不明である。

《かまど》 北側壁の中央から西寄り、北西側隅の近くに構築されていた。遺存状況は不良であるが両袖

部、燃焼部とも確認できた。煙道部は短く緩やかに立ち上がる。両袖部は灰黄色粘土で作って

いたが、自然石を芯材として立てた窪みが右に 2カ所、左 1カ所ある。右奥 1カ所には石が残

っていた。燃焼部には自然石を使った支脚が残っていた。火床は固く焼き締まっていた。

《柱 穴》 壁下と床面に14カ所検出したが、主柱穴は不明である。

《壁溝》なしO

《遺 物》 ろくろで製作した土師器の護のほか、縄文土器片が出土した。土師器護の底部には回転糸切

り痕(2 )、木葉痕(3 )が見られる O

《構築時期》 出土した土師器から平安時代と推定した。

S 1 129 竪穴住居跡(第332図~第335図〉
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第 3節古代の遺構とその出土造物
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[81 128] 
1 暗褐色土(10YR3/3)地山(大粒)やや多量、炭(中粒)混入。ややしまり有り。
2 黒褐色土(10YR2/2)池山(小粒)ごく少量、炭(中粒)少最混入。ややしまり有り。
3 黒色こと(10YR2/1)地山(中粒)、炭(小粒)混入。白色粘土混入。しまり有り。
4 黒色土(10YR2/1)地山(小粒)混入。 しまり予言り。
5 明策褐色土(10YR6/6)地山塊(小)、炭〔中粒)混入。ややしまり有り。

1(128-1) 

3(128-3) 

マイナス数字は床面@地山面からの深さ (cm)

o 2m 

6 黒褐色土(10YR3/2)地山塊(/J¥)混入D ややしまり有り。
7 1に同じ。
8 Ji黒色土(10YR2/l)地山(小粒)ごく少量混入。ややしまり有り。
9 6に同じ。
10 黒褐色土(2.5Y3/2)地山(大粒)混入。ややしまり有り。
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128] 
にぶい様色土(7.5YR7/4)粘土(熱変化している)。

2 極碕褐色土(7.5YR2/3)。
3 黒色土(10YR2/1)。
4 灰黄色土(2.5YR7/2)粘土。
5 培褐色土(lOYR3/3)明策褐色地山塊少量滋入。
6 黒褐色土(lOYR2/2)明黄褐色地山塊多量混入。

B 

4 

ーム63.800m

81 128竪穴住居跡かまど第331図



第 3節古代の遺構とその出土遺物

《位 讃~ M J 75"旬、 MK75..76グリッド、縄文時代前期に捨て場が形成され埋没した ST 156谷に位

る。

《確 認》 黒褐色土の ST 156谷埋土の中に炭化物が多く混入した黒色土が広がっているのに気づきプ

ラン確認作業をしたところ、方形の黒色土の落ち込みと褐灰色の粘土範囲(かまど)を検出した

ので焼失した古代の竪穴住居跡と確認した。

《重 複〉 床下から上部を削平されたかまどを検出したので、現竪穴住居跡プランより小さなプランの

竪穴住居跡が当初作られていたのを拡大@改築したと推定した。

《規模と平面形》 東西控長4.65mx南北壁長3.68m、深さ19cm。北西側壁が短く、台形を呈する。

《埋 土~ 9層に分層した。自然堆積と思われる。

《 壁 》 緩やかに外傾しながら立ち上がる。

《床 面》 やや凹凸がある。 ST 156谷埋土部分は黒褐色土が踏み岡められただけで、粘土質の地山土

での姑床はしていなかった。西側壁下の床面には炭化材@焼土@炭化した禾本科植物が厚く堆積

していた。また、その炭化物の堆積下に炭化した米、土器、自然石、モモの核などが出土した。

《かまど》 南側壁の中央からやや東寄りに構築されているかまど(かまどB) と、このかまどの左袖部

手前の鮎床の下から上部を削平されたかまど(かまどA)を検出した。かまどBの遺存状況は

良好で両袖部、燃焼部が確認できた。煙道部は短く、煙出孔にむかつて底面が緩やかに上昇す

る。両袖部は粘土で作られているが、偏平な自然、石を内傾気味に立てて芯材としていた。天井

部分にも自然石を検出したが、天井架構のためのものか不明である。燃焼部には土師器の坊を

倒立させて支法oとしていた。火床は固く焼き締まっていた。かまどAは上部を削平されたため、

両袖部と煙道部は不明であるが、燃焼部の火床は固く焼き締まっていた。

〈柱 穴》 床面に 2カ所検出したのみである。

《壁 溝》 北東側壁北寄りと北西側壁東寄りの壁下に短い溝を検出した。

《遺 物》 土師器の;杯、護のほか、炭化した木椀の破片、縄文時代の石器も出土した。土師器杯(2 ) 

の底部には箆起こし痕がある。土師器の護は胴部に箆削り@箆なでしたものが多し1。土師器の

護(9 ，，15)はろくろで製作され、底部に回転糸切り痕があるが、切り離し後に箆なでしてい

る。縄文時代の石器は、削器(16"18)、円形掻器(17)、磨製石斧(19)である。

《構築時期》 出土した土師器から平安時代と推定される。

S 1 284 竪穴住居跡(第336図)

《位 置~ OA43、oB42"43"44グリッドに位置する。

《確 認》 第2次大戦後の杉植林時に削平されており、組掘り中にかまど痕跡を検出し、周囲をていね

いにプラン確認して壁溝と床の痕跡を確認した。

複》 なし O

《規模と平面形》 東西壁長3.30mx南北援長3.07m、深さ7cm。方形を呈すると考えられる。

《埋土》なし O

《 壁 》 削平されており、不明。

《床 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《かまど》 北側壁の中央からやや東寄りに構築されている。遺存状況は不良で両袖部、燃焼部とも痕跡

を確認できたのみで、:煙道部は不明。
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第 4章調査の記録
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[81 129] 
1 黒色土(7，5YRl，7/1)地山(小粒)ごく少量、炭(大粒)多蜜混入。

ややしまり有り。弾性、粘性有り。
2 黒色土(7.5YRL7/1)地山(大粒)混入。しまり強く、粘性有り。
3 黒色土(lOYHL7/1)地山(/J粉、炭(大船多蛍滋入。ややしまり予言り0

4 1に同じ。
5 3に悶じ0

6 禁色土(lOYR2/1)地山・炭(大粒)混入。ややしま
7 黒色土(lOYR2/1)地山(大粒)多量混入。ややしま
8 黒色土(lOYRL7/1)地山(大粒)混入。しまり有り。
9 黒色土(10YR2/1)地Ll!(小粒)ごく少量混入。しまり有り。

かまどA(貼床下検出)

A 

.!l_ 63.300 m 

。 2m 

[81 129] 
1 ，こぶい赤褐色ザは(5YR4/4)炭化物少量混入。
2 燈色鳩山(7.5YR7/6)火熱のため薄化。
3 黒褐回二(10YR2/2)地山塊多尉昆入。(貼床)。
4 暗褐色土(lOYR3/4)褐灰色粘土多;震混入。

マイナス数字は床面からの深さ (cm)

。
m
 

第332図 81129竪穴住居跡@かまど(かまどA)

A
斗
4

A
斗ム

「
h
U



1(129-1) 

て二
4(129-4) 

2(129-2) 

6(129-6) 

/ 

8(129-8) 

9(129-9) 
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第 4章調査の記録
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第 4章調査の記録

《柱 穴〉

《壁 溝〉

《造物〉

《構築時期〉

床面に 4力所検出したが主柱穴は不明。

北西側隅部と東側に部分的に存在する。

土師器のi不と縄文時代の半円状偏平打製石器が出土した。

出土した土師器から平安時代と推定される。

S 1 372 竪穴住居跡(第337図)

《位 置P MT54"55、NA54.55グリッドに位置する。

〈確 認〉 黒土の不法採取により削平されており、暗褐色土の「シミ J状の浅い窪みと思われていたが、

ていねいに「培褐色土のシミ」を除去して方形の竪穴住居跡、と確認した。

複〉 縄文時代の SK 425土坑・ S K 426土坑と重複していた。新!日関係は本竪穴住居跡が新しい。

《規模と平面形〉 東西壁長2.84mx南北壁長2.87m、深さ 5crn。方形を呈する。

《埋 二|二〉 地山粒や黒土塊を混入する陪褐色土が堆積していた。

〈 壁 〉 上部を削平されているため壁は低いが、外傾しながら立ち上がる。

〈床 面〉 やや凹凸がある。土坑部分には地山上による貼床がみられる。

〈かまど〉 東側壁の中央からやや北寄りに構築されていた。遺存状況は不良で、燃焼部の規二土を確認し

たのみである。

〈柱 穴〉 かまどの南側の境下に 1カ所検出した。

溝〉 なし。

〈造物〉なし。

《構築時期〉 形態から平安時代と推定した。

S 1 395 竪穴住居跡(第338図@第3391盟)

〈位 置P NA61"62、NB61.62、NC61"62グリッドに位置する。

《確 認》 粗掘り時に掘り過ぎたが、方形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複〉 縄文時代の SK 4241坑"SK S 435土墳墓と重複していた。

《規模と平面形》 東西壁長4.66mx南北壁長4.86m、深さ16crn。方形を呈する。

《埋 土P 7層に分層された。粗掘り H寺に掘り過ぎたため、 FI然堆積か人為的堆積かは不明。

〈 壁 》 土圧のためか内傾しながら立ち tがっている部分が多かった。かまどの西側の壁面には、竪

穴住居掘り下げH寺の道具痕(連続する鋤先痕)が残っていた。

《床 面〉 やや 1J:f] I~Jがある。縄文時代の上坑@土壌墓には貼床していたが、やや落ち込んでいた。

《かまど》 南東側壁の仁1::1央からやや東寄りに構築されていた。造存状況は不良で煙道部は確認できなか

ったが両袖部と燃焼部は確認できた。 I両ト[13部の底面には連結した 2個の窪みがあった。連結し

た窪みの壁側は十[IJtir~ に粘土を積み l二げる!祭に芯材をいれた穴というよりも、粘土の位置がずれ

ないように掘り下げた窪みで、焚き口側は石などのと芯材をいれた穴と推定した。

《柱 穴》 壁下を巡る壁溝中と床面に22カ所検出したが、 P2 & P 3 " P 15. P 18が主柱穴とjEわれる。

また、各壁ri高部の Pl"P 4 "P16"P17は隅柱穴と思われる。

溝》 かまど構築部分を除き壁下を一巡する。

物》 かまどの燃焼部Iわから二l二日rli器の杯、警が出土した。土師器;杯は底部に!剖iえ糸切り痕がある。

士郎j器護の胴部は箆IllJりしている。
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[SI 284] 
1 燈色土(7.5YH6/8)熱変化地山。炭化物少鼠浪人。
2 Iこぶい赤褐色ゴニ(5YH4/4)褐灰由専イ凶日二塊多盈混入。
3 僚色土(7.5YH6/8)}也山塊・粘土;塊多量混入。
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第 3節 古代の遺構とその出土造物
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[SI 395] 
1 !.I.¥褐色土(10YH2/2)地山粒混入。
2 !H褐色土(10YH3/1) 
:3 I天l工l色粘土(10YH7/1)かまと粘土の流入つ
<1 JH褐色土(10YH3/1)地山粒少泣混入υ
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G 11 
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第 3節古代の遺構とその出土遺物

《構築時期〉 出土した土器から平安時代と推定される。

S I 423 竪穴住居跡(第340図~第343図)

《位 置} M S62、MT61"62、NA61"62グリッドに位置する。

《確 認〉 ほぼ方形に大湯浮石騒が堆積しているのを確認した。南側の壁にかまど煙道部らしき張り出

しを 2カ所(のちにかまどAとかまどBとした)検出したので、重複かあるいは改築が行われ

た竪穴住居跡と判断した。

複〉 なし。

《規模と平面形》 東西壁長2.90mx南北壁長3.14盟、深さ24cm。方形を呈するが北側援の両稿が突起状に

張り出していた。

〈埋 土} 8層に分属されたが、上位の堆積層は大湯浮石膳である。竪穴住居の廃棄後に自然堆積した

と推定した。

《 壁 〉 外傾しながら立ち上がるが、土庄のためか内傾しながら立ち上がっていた部分もあった。

《床 面〉 ほぼ平坦である。かまどAの主体部(両袖部と燃焼部、焚き口部)のあった所には貼床して

いfこ亡

《かまど〉 南側壁の中央からやや東寄り(かまどB) と

Aを廃棄@破壊した後、かまどBを構築していた。

かまどBの違存状況は不良で両袖部は確認できなかったが、燃焼部(火床)は確認できた。

り(かまどA)に構築されていた。かまど

煙道部は長く底面が煙出孔に向かつて緩やかに上昇していた。

かまどAは両袖部と燃焼部、焚き口部の部分は改築のため破壊されていたが、隅丸方形に床

面を掘り窪めてからかまど主体部の構築をしていたのかあるいは破壊するときに広く掘り窪め

てから貼床したのか不明である。煙道部は長く、煙出孔に向かつて底面が下降する。

《柱 穴〉 壁下を巡る壁溝中と床面に 7カ所検出したが、主柱穴は不明である。

溝〉 かまど構築部分も含め壁下をほぼ一巡する。

〈造 物〉 土師器の杯、護、須恵器の輩、鉄製品のほか、縄文時代の石器も出土した。土師器杯の底部

には回転糸切り痕がある。土師器護には胴部に成形時の粘土紐巻上痕が見られるもの (4" 5 ) 

もある。 6はロクロで製作されたものか。須恵器の広口壷 8 (8" 9は同一個体か〉は胴部ド

半を箆削りしていた。縄文時代の石器は磨製石斧で、側面には擦切痕が残っていた。

《構築時期》 大湯浮石層の堆積状況と出土した土器から平安時代と推定される。

S I 610 竪穴住居跡(第344図~第346図)

《位 置) MH55..56.57、M156グリッドに位置する。

《確 認》 方形に大湯浮石)麗が堆積しているのを櫨認した。

複》 縄文時代の SK S 809土墳墓と東側の壁面中央部で重複している。

《規模と平面形》 東西壁長3.90mx南北壁長3.64m、深さ40cm。方形を呈する。北東隅部の東側壁が浅く

わずかに張り出していたが、拡幅や改築とは考えられなかった。

したが、廃棄され控下方の床面が埋没してから大湯浮石層が自然堆積したと思わ

れる。

《 壁 〉 外傾しながら立ち上がるが、土庄のためか内傾しながら立ち上がる部分もある。
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[Sl 423】
l にぶい策穫色土(10YR6/4)大湯浮石局(階褐色を呈する)。
2 Jこぶい黄稜色土(10YR6/3)大湯浮石属。
3 淡黄色土(2.5Y8/4)大湯浮石層(純層)。
4 Jこぶい策褐色土(10YR4/3)大湯浮石多重視入。
5 灰黄褐色土(10YR4/2)粘性強い。
6 黒褐色こと(10YR3/2)地山粒多量規入o

7 黒褐色土(10YR3/1)大湯浮石少量混入。
8 策褐色土(10YR5/6)池山粒多最混入。サラサラ。

プラン確認面における
大湯浮右堆積範囲

554 

2m 

第340図

マイナス数字は床面からの深さ (cm)
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第 3節 古代の遺構とその出土造物

3(423-3) 
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5(423-5) 

~(423-9) 

℃二) 10(423-10) 

8(423-8) n 10cm 

第341図 81423竪穴住居跡出土遺物
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【81 423] 
1 黒褐色土(10YR3/1)
2 灰褐色土(7.5YR6/2)粘質土。焼土混入。
3 灰赤色土(2.5YR6/2)炭化物粒、灰、焼土混入。パサノぐサしている。
4 灰褐色土(5YR4/2)灰、焼こと混入。
5 黒褐色土(10YR2/2)炭化物混入。
6 培褐g.，土(10YR3/3)炭化物、灰混入。
7 灰褐色粘質土(5YR5/2)
8 貼床

yi床 ::i

焼土範囲 / 

マイナス数字は床面からの深さ (crn)
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8I 423竪穴住居跡かまど(かまどA)第342図
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かまど掘り方

【81 423]カマド断面
1 灰白色粘土(7.5YR8/2)
2 黒色土(lOYR1.7/1)
3 灰褐色土(7.5YR6/2)焼土、灰混入。
4 黒褐色土(lOYR2/2)炭化物混入。
5 黒褐色土(lOYR2/2)粘質土粒混入。
6 黒褐色土(10YR3/1)
7 焼土塊
8 灰褐色土(7.5YR6/2)炭化物、粘質土粒多量混入。
9 黒褐色土(lOYR3/1)大湯浮石多量混入。
10 黒褐色土(10YR3/1)炭化物、灰混入。
11 焼土
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8I 423竪穴住居跡かまど(かまどB)第343図



第 4章

《床 面〉 ほぼ平沼である。北東隅と北西隅に貼床部分がみられた。

《かまど》 南東側躍の中央からやや東寄りに構築されていた。退存状嗣は良好で両袖部、燃焼部が確認

できた。両十I~I部の底面を溝状に掘り窪め、偏平な自然石を内傾させて立てていた。燃焼部の火

床の奥に円形の窪みがあるが、支脚を据える穴と考えられた。煙道部は長く煙出孔に向かつて

底面が緩やかに上昇する。

〈柱 穴》 床面に 2カ所検出したが、主柱穴は不明。

溝》 なし O

《遺 物〉 土師器の杯と護、須恵器の壷のほか、縄文時代の石器も出土した。土師器杯(3 )は底辺部

を横万向に箆削りし、底部には回転糸切り痕がある。土師器護の胴部には箆削り、底部には木

葉痕がみられる。須恵、器の壷は広口壷(10"11は同一個体)と長類壷(12) の2個体である。

長頚壷は糸切り後に高台を付けたものである。縄文時代の石器は、石鍛と!磨製石斧基部の 2

である。

〈構築時期〉 大湯浮石層の堆積状況と出土した土器から平安時代と推定した。

S 1 612 竪穴住居跡(第347図~第349図)

〈位 置y MJ55..56、MK55"56グリッドに位置する。

〈確 認〉 縄文時代の SI611竪穴住居跡のプラン確認作業中に地山粒が混入した黒褐色土の方形な落

ち込みを確認した。

複〉 縄文時代の SI611竪穴住居跡の埋土を掘り込んで作っていた。また、床面にも東側壁下の

溝に平行して掘られた溝があるので、拡11I菌@改築したと考えた。

《規模と平面形》 東西壁長4.20mx南北壁長3.66m、深さ14cm。方形を呈する。

〈埋 土y 2層に分層した。自然堆積と思われる O

《 壁 》 外傾しながら立ち上がる。

〈床 面》 床面の 2/3はS1611竪穴住居跡埋土の上に黒褐色土塊混りの地山を踏み固めて床として

いたが、地山を掘り下げた床に比べて 3.-...， 5 cm下がっていた。また、地山を掘り下げた床面に

も東側壁下の溝に平行して掘られた溝を墳に段差が認められた。

〈かまど》 南側壁の中央から西寄りに構築されていた。遺存状況は不良で両袖部、燃焼部、煙道部とも

明確でなかった。

〈柱 穴》 控下を巡る壁溝中と床面に11カ所検出した。 PいP2"P3..Pい P6が拡幅@改築前の柱

穴と思われる。拡幅@改築後の柱穴はP2.. P 5以外は不明。

溝》 北側@東側@西側の地山を掘り下げた壁下と、東側壁から80cm中央寄りに平行して存在した。

黒褐色土塊混りの地山を踏み固めて床とした部分では、床面を掘り過ぎてしまい、検出できな

かっ fこO

物》 土師器の杯 (1'"'-'5)、護(7 '"'-' 12)、須恵器のi不(6 )、砥石 (20)のほか、縄文土器片

(13'"'-' 16)、石器(17.-...，19-21)も出土した。土師器杯の底部には回転糸切り痕がある。土師器

護 (7'"'-'10)の胴部は箆削り@箆なでされているが、護(10-11)には服部下半に叩き日があ

る。須恵器の;切くには所謂火棒がみられる。石器は17が掻器、 18が削器、 19が擦切磨製石斧の刃

部破片、 21が石肌である。

《構築時期》 出土した土器から平安時代と推定した。
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古代の遺構とその出土遺物
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古代の遺構とその出土遺物
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【81 612] 
1 黒褐色土(10YR2/3)地山粒微量浪人。
2 黒褐色二七(10YR2/3)地山粒20%浪人。
3 黒褐色土(10YR3/2)池山粒10%滋入。
4 ~黒色土(lOYR2/1)
5 褐色土(lOYR4/4)シルト。焼土主体に地山・暗褐色土混入。

6 黒褐色土(lOYR2/2)地山粒30%混入。
7 黒褐色土(lOYR2/2)地山粒多;慮混入。
8 地山に黒褐色土(10YR2/2)10%浪人。しまり非常に強い。

9 黒褐色土(lOYR2/2) 7より軟らかい。

。マイナス数字は床面からの深さ (cm)

2m 
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第 3節古代の遺構とその出土造物
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第 4章調査の記録

-a ~ 
乙二~ 1(612-17) 

乙ご~ 2(612-18) 

4(612… 20) 

~ 
くコ

3(612-19) 

5(612-21) 

。 10cm 

A 

[Sl 612) 
1 黒色土(lOYR2/1)地111粒微量混入O

2 XI立褐色土(lOYR2/3)焼二日女・m化物粒微盈混入O

3 黒褐色土(10YR3/2)地山校・焼土粒10%浪人。
良くしまる。

4 褐色土(10YR4/4) シルト。焼土主体。良くしまるO

5 明褐色土(7.5YR5/6) シルト。 良くしまる。 出品't:I::.=
6 褐色土(7.5YR4/6) シルト。焼土主体。 l稽褐色土

微鏡混入。
7 1務褐色土(10YR3/4) シルト。焼土主体。階褐色土

微鼠浪人。
8 黒褐色土(lOYR3/2)地山粒微量i混入。ややしまっ

ている 0

9 祭色土(lOYH2/1)池山牧微量混入O

1 7 

8 。
m
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第 3節 古代の遺構とその出土遺物

S 1 624 竪穴住居跡(第350図)

《位 置y M 1 56，，57、MJ 56..57グリッドに位置する。

《確 認》 上部を黒土採取のために削平されていたため、プラン確認が遅れ、埋土をほとんど掘り下げ

てしまっていた。

複〉 なし。

《規模と平面形》 東西壁長3.76mx南北壁長2.84m、深さ10crn。方形を呈する。

《埋 ニi二》 掘り過ぎのため、わずかに黒褐色土層が部分的に残るのみであった。

《 撰 〉 削平されているが外傾しながら立ち上がると思われた。

《床 面〉 凹凸があり、貼床部分もみられた。

《かまど〉

《柱穴〉

検出できなかった。

壁ドを巡る壁溝中と床面に 7カ所検出した。

3"P6"P7が主柱穴と考えられた。

に接するように穿たれていた Pl"P2"P

溝〉 北側@東側@南側の壁下の一部に検出したのみであった。

物》 出土しなかった。

《構築時期〉 形態から平安時代と推定した。

S 1 665 竪穴住居跡(第351図，--..，353図)

《位 置y MH68"69、M168-69グリッドに位置する。

《確 認〉 方形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

〈重 複y S 1 666竪穴住居跡と重複している。新旧関係は本竪穴住民跡がS1 666竪穴住居跡に鮎

床して作っていたので新しい。

〈規模と平面形〉 東西援長3.40mX南北壁長3.31m、深さ12crn。方形を呈する。

〈埋 土y 12層に分}脅した。自然堆積か人為的111積かは不明。

〈壁〉

〈床面》

〈かまど》

緩やかに外傾しながら立ち上がる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。貼床部分もある。

南東側援の中央からやや西寄りに構築されている。遺存状況は比較的良好で両袖部、燃焼部

が確認できた。両袖部には底面に窪みが作られ、芯材と思われる自然、石が散乱していた。燃焼

部には自然、石の支脚が残っていた。煙道部は短く、その底面は煙出孔にむかつて上昇していた。

《柱 穴》 壁下と床面に 9カ所検出したが、主柱穴は不明である。

溝》 北東側壁下の一部に検出したのみである。

《遺 物》 土g市器の杯(1 .. 2 )、護 (3，--..， 7寸 e10)、壷(8 )が出土した。土師器i不(2 )の底部

には箆起こし痕がある。土師器護(4 .. 5 )の底部には静止糸切り痕がある。護 (3.. 6) と

(8)の胴部は箆削りされている。堅く焼き締まっている護 (9ペ0)の服部下半には叩き目

がある。

《構築時期》 出土した土師器から平安時代と推定した。

S 1 666 竪穴住居跡(第354図@第355図)

《位 置y MH69、M169グリッドに位寵する。
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古代の遺構とその出土造物第3節
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【81 665/81 666] 
1 黒褐色土(10YR2/2)地山粒多量混入。
2 黒褐色土(10YR3/1)地Ll.J粒多量混入。サラサラしている。

3 黒褐色土(10YR3/2)地山粒・地山ブロック多量混入。

4 黒褐色土(lOYR2/2)地山粒・地山ブロック少量混入。

5 灰褐色土(5YR4/2)粘質土。(貼床)
6 暗褐色土(lOYR3/4)地山粒多量混入。粘性弱い。

7 黒色土(]OYR2/])地山小ブロック混入。

8 ぷ褐色二c(lOYR2/2)地山小ブロック混入。

9 Rli¥褐色土(lOYR2/2)地山牧・地山小ブロック多監視入。

10 黒褐色土(10YR2/2)地山小ブロック若子混入。回くしまっているo

11 黒褐色土(10YR2/2)地山粒少量混入。やや軟らかい。

12 明主主褐色土(lOYR6/6)地山粒・地山ブロック多f重視入。(貼床)。

13 にぶい赤褐色土(5YR5/3)粘土。 炭化物少屋混入。(かまと右11b粘土)。

]4 黒褐色土(lOYR3/1)地山粒・地山ブロック多;鼠混入。

] 5 にぷい策燈色土(10YR7/4)シラスブロック。
] 6 にぷい策褐色土(10YR5/4)シラス。フーロック多量混入。

17 にぷい黄綬色土(I0YR7/4) シラスO

18 木根による撹乱。

81 665竪穴住居跡
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造物出土状況
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第 4章調査の記録

《確 認〉 埋土がST 642谷の谷頭部分の埋没土と同じ色調であったのと、南側半分を S1 665竪穴住

居跡構築時に削平@貼床されていたため確認が遅れた。 S1 665竪穴住居跡の床面精査中にそ

の所在を確認した。

複} S 1 665竪穴住居跡の北側に構築していたが、南側半分を S1 665竪穴住居跡構築時に削平@

貼床されていた。

《規模と平面形》 東西壁占長2.50mx南北壁長2.28m、深さ28cillo 万形を呈する。

(埋 土} 5 J麗に分層したが、自然堆積か人為的堆積かは不明。

〈 壁 〉 緩やかに外傾しながら立ち上がる。

《床 面〉 南側には貼床部分もみられ凹凸もあるが、北側はほぼ平坦である。

〈かまど〉 南側壁の中央から東寄りに構築されていたが、主体部は原形を留めず粘土@炭@焼土が薄く堆

していただけであった。選存状況は不良であるが両袖部、燃焼部とも確認できた。両袖部の

底面には連結した窪みを掘り込んでいた。燃焼部の火床はあまり焼き締まっていなかった。煙

道部は長く煙出孔に向かつて底面が下降していた。

〈柱 穴〉 西側壁下の床面に 2力所検出した。

溝》 なし。

《造 物〉 土師器の杯 (1"-'5)、高台付杯(6 )、護 (7~15) が出土した。土師器杯(4 )の底部に

は静止糸切り痕が、 (4)には回転糸切り痕がある。高台付杯(6 )は内黒である。土師器護の

胴部は箆なで@箆削りがある O

《構築時期〉 出土した土師器から平安時代と推定した。

S 1 713 竪穴住居跡(第356劉)

〈位 置} MQ66..67、MR66"67グリッドに位置する。

《慌 認》 方形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 縄文時代の SK S 822土墳墓"SK S 824土墳墓の上部を削平して構築していた。

《規模と平面形》 東西壁長5.08mx南北壁長4.65m、深さ15cill。方形を呈する。

《埋 土} 5層に分層した。自然堆積と思われる。

〈 援 》 緩やかに外傾しながら立ち上がる。

《床 面》 やや凹凸があり貼床部分もみられた。床面中央に焼土が薄く堆積していた。

〈かまど》 遺存状況は不良で、主体部@煙道部とも検出できなかったが、焼き締まった焼土の

から南東側壁の中央からやや西寄りに構築されていたと推定した。

《柱 穴》 壁下を巡る壁溝中と床面に17カ所検出したo P 3 .. P 16" P 5 " P 7 o P 9 " P 10が主柱穴であ

る。壁下の P1 .. P 6 .. P 8 " P 14. P 16は副柱穴と思われた。

溝》 推定かまど構築部分を除き壁下を一巡する。

物〉 土師器の杯と縄文土器片-が出土した。土師器杯の底部には転糸切り痕がある。

付帯築時期》 出土した土師器から平安時代と推定した。

S 1 720 竪穴住居跡(第357図@第358凶)

《位 置} MT63..64、NA63e64グリッドに位置する。

《確 認》 方形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。
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第 4章
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第3節古代の遺構とその出土造物
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第 4章調査の記録

《重 複》 縄文時代の S1 719竪穴住居跡"S K S 819土墳墓eSKF823"SKF 1014フラスコ状土

坑と重複していた。

《規模と平面形》 東西援長3.45rnX南北壁長3.12rn、深さ24cm。方形を呈する。

《埋 土~ 10層に分属した。自然堆積と思われる。

《 壁 》 緩やかに外傾しながら立ち上がるが一部で土圧のためか内傾していた。

《床 面》 やや凹凸があり、縄文時代の遺構部分には貼床していた。

《かまど》 南東側壁の中央からやや東寄りに構築されていた。遺存状況は不良であるが両袖部、燃焼部

とも不明確であった。両袖部の位置には窪みがあり、偏平な自然石を検出した。煙道部は長く

煙出孔に向かつて底面が下降する。煙道部の土層断面から、煙道を短く作り替えたと判断した。

かまど左側の床面に焚き口天井部に架けたと考えられる長大な自然石が 1個転がっていた。

《柱穴》なし O

《壁 溝》 かまど構築部分を除き壁下を一巡する。

《造 物》 土師器の杯 (1'"'-'4)と縄文土器破片(5 )が出土した。土師器琢(2 )は内黒である。

師器杯(3 .. 4 )の底部には回転糸切り痕がある。

《構築時期》 出土した土師器から平安時代後半と推定した。

S 1 722 竪穴住居跡(第359図~第362図)

《位 置~ M Q63.64、MR63..64"65、MS63"64グリッドに位置する。

〈確 認》 方形の黒褐色土の落ち込みの中に大湯浮石騒が霜降り状に混入しているのを確認した。

複》 なし。改築@拡張していた。

《規模と平面形》 改築前:東西壁長5.02rnX南北壁長4.28皿、深さ41cm。長方形を呈する。

改築後:東西壁長5.38rnX南北壁長5.06rn、深さ53cm。方形を呈する。

《埋 土~ 14J麗に分臆した。鮎床より上は自然堆積と思われる。

《 壁 》 土圧のためか内傾しながら立ち上がる。

《床 面》 改築前:凹凸が激しい。

改築後:池山部分はほぼ平坦である。貼床部分はやや凹凸がある。

《かまど》 改築前:南側壁中央からやや東寄りにあったと思われるが、同一場所での改築のため不明。

改築後:南側壁の中央からやや東寄りに構築されていた。遺存状況は良好であったが掘り過

ぎて形態を不確実にしてしまった。自然、石と土師器護の破片を積み重ねて袖部の芯

材としていた。燃焼部の火床は軟弱であった。 煙道部は長く煙出孔に向かつて底

面が k昇していた。

《柱 穴》 改築前:壁下を巡る壁溝中 9カ所 (P28" P 22" P 30'"'-' P 32. P 34'"'-' P 37) と床面 5カ所 (P

9 "P10"P11"P18"P20)を検出した。

改築後:壁下を巡る壁溝中19カ所 (P1 .. Pト P3.P4"P7.Pト P15'"" P 1 7" P 23" P 24 .. 

P 33" P 38'"" P 44)と床面8カ所 (P12'"'-' P 15" P 19.. P 21. P 26.. P 27" P 29)を検出

した。

溝》 かまど構築部分を除き壁下を一巡する。

物》 土師:3;%の;杯、護のほか縄文土器j午、石器も出土した。土師器杯(1 .. 2 )は内黒である。

574 -



第 3節 古代の遺構とその出土造物
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[81 720] 
1 .¥t{褐色土(10YH2/3)地111絞20%混入O しまり弱い。
2 立褐色土(10YH2/2)地山粒10%混入。しまり語iill:
3 黒褐色土(10YH3/2)地山粒30%混入。しまり普通。
どi 明爽褐色ニヒ(10YH6/6) シルト。地山主体で褐色十微量昆入。硬くしまる。 n占り床-
5 AH色土(10YH2/1)地山粒 e地山塊40%混入。しまりrg-iillo
6 m褐色土(lOYH2/3)地山塊川¥)40%混λ叫しまり普迎。
7 明黄褐色土(10YH6/6) シルト。
8 黒褐色土(lOYH2/2)地山粒10%はもんしまり弱く、ボソボソしている0

9 黒褐色土(10YH2/2)軟らかい。
10 暗掲包土(10YH3/心地山粒15%i混入。しまり強い。
11 褐色土(10YH4/めしまり強L、。 (81719 .f:!l日二)
12 褐任と(lOYH4/4)シルト。地Jl航・!J.J，色対立10%混んしまり強い。地11+体でi開島民土，50%混入心
]{ 後百L
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第 4章調査の記録

¥-T7 
1(720…1) 

2(720-2) 

5(720… 5) 

_-----..--司、、
〆一』、‘
I ......--、、¥
I ノ'、‘
;，/ '. I 
I~ ¥ I 
li I I 
li _:1 

ii 
4 

64.100m 

3(720-3) 

B 
16 

4(720-4) 

。 10cm 

分

過

の

い

通

ん

し

私

て

し

o

ま

し

い

刊

凡

ま

共

部
並
日
私

V
強

抽

日

混

ソ

普

し

ソ

入

し

o

h

v

弱

し

性

で

り

弛

回

目

性

り

量

ボ

り

ソ

ボ

浪

。

入

塊

o

り

o

粘

さ
ま
り
山
口
粧
ま
微
ソ
o
ま
ボ
ソ
o
%
人
滋
土
い
ま
入

原
し
ま

J
I
L
L土
ボ

い

し

ソ

ボ

い

印

混

%

色

弱

し

混

り

H
A
-
一

色

弱

。

ボ

0

0

弱

山

リ

%

日

褐

り

o

%

ま

m
入
。
出
噌
ん
黒
人
り
o
入
。
い
入
り
は
印
粒
・
ま
人
却
し

印
混
土
一
に
引
混
、
。
混
ま
入
混
入
弱
混
ま
塊
粒
土
山
し
混
粒

~
に
山
的
J

量
%
通
%
し
混
選
混
り
量
し
山
o
山
色
地
o
%
山
人

5
状
地
分
l

微
川
山
並
日
印
o
隆
一
微
量
ま
徴
。
地
適
地
問
問
0
0
入
山
地
混

粒
斑
)
部
ん
一
一
粒
粒
り
粒
る
微
粒
微
し
粒
る
o
曲
目
。
0
・
い
ト
混
粒
0
0
%

山
休
八
九
混
土
山
山
ま
山
い
粒
山
粒
o
山
い
ト
り
ト
通
粒
弱
ル
%
山
ト
い
初

地
自
6
レ
量
完
封
地
し
地
て
山
地
山
る
地
て
ル
ま
ル
雄
日
山
り
シ
加
地
J

弱
土
。

〕

R
ω
微
吋
)
)
)
地
)
地
い
)
シ
し
シ
り
地
ま
の
)
、
.

A

m

o

A

A
パ
什
パ

O
Aパの

Aパ
め

の

め

い

町

バ

パ

の

褐

有

m
H
J山

m
m
m
v
m
v
m
v
v
ν

市
川

m
v
川
町

町

任

問

昨

町

Y

R

Y

W

町

n町
門

町

竹

町

m
u
y
n
r
/

1

登
y

l

i

印

即

日

m

E

1

Y

N

N

f

m

y

R

、J
/

L

f

t

、

f
L
/
t
n
U
/
k
n
u
n
u
n
U
L
i
L
/
省、n
u

p

土

黄

山

土

土

土

U
土
ハ
い
土
ハ
い
九
V

U

E

土

α
山

崎

色

い

土

色

色

色

土

色

土

色

土

土

土

樹

色

土

α

η
褐

ぶ

包

褐

褐

褐

色

褐

色

出

向

色

色

色

鼓

褐

色

山

黒

に

褐

暗

暗

暗

黒

精

褐

時

褐

褐

褐

明

黒

褐

地

n
b
 

r
A
4
1
9
ω

つU
A
a
F
b
P
0
7
a
n
o
n
v

ハU

f

i

q

A

q

U

S

A

・
r
h
υ
ρ
h
u
7
e

s 
k 

行1

第358図 81720竪穴住居跡出上遺物@かまど

576 -



第 3節吉代の遺構とその出土造物

口|

車ラ N 
H 

〈329

。守ふ

つうcofl:。

gz 

ot(;6 。fZo 

8::: GT6 

シルト。地山粒・浮石粒少議混入。しまりやや惑し
粘校予言り。

2 黒褐色ゴニ(10YR2/2)シルト。地山粒・地山塊(小)少獲、軽石粒多震混入O

しまり有り、粘t~l:あまりなし。
3 にぶい黄褐色土(10YR4/3) シルト。炭化材・焼土粒・地山粒よりなる。

しまりやや悪く、粘性あまりなし。
4 黒色土(I0YR1.7/1)池山塊(小)・浮石粒少量滋入。しまり、粘性共有り。
5 にぶい黄鐙色土(10YR7/4)大湯浮石粒多鏡混入。しまり怒く、粘性なし。
6 烈褐色土(lOYR3/2) シルト~砂。地山塊(小)・炭・焼二目立少量、浮石粒

多選混入。しまり有り、粘t1:あまりない
7 !;~{色土(l OYR2/1) シルト。地山波多量混入。しまりやや慈し粘性有り。

ooqυ
ハU1
 

シルト~粘土。焼土粒・炭浪人。カマド構築材
の一部。

12 黒色土(10YHl.7/1~2/1) シルト。地山風(小)少尉昆入。しまり、粘性共有り。
目 黒褐色土(lOYR2/3) シルト。池山塊やや多量浪人。しまり窓く、粘性有り。
14 黒色土(lOYR1.7/1)シルト。浮石粒多鼠混入。しまり有り、粘性なし。
K 括主舌L

11 

。マイナス数字は床面からの深さ (cm)
2m 
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第 4章調査の記録

~ 63.700m 

r
出

c、q-

ぴコ
戸。

日
0
0
0

∞∞
J
刊
!

一旦63.900m A 

シルト。
シルト。白色粘土多量、地111粒少盈浪人。しまりやや怒し
粘性有り。

3 暗褐色土(10YR3/4) シルト。焼土粒多盛、白色粘土・地山粒少議混入。しまり、
粘性共有り。

4 Iこぶし γ資櫨色土(10YR6/4)地LU塊(小)多;箇浪人o しまり有り、粘性あまりない
Iこぶい黄櫨色土(lOYH7/4)粘土。しまり有り。粘性なし。

6 黒褐色土(lOYR3/1)シルト。地山粒・白色粘土少鼠混入O しまり、粘性共有り。

η
t
Q
U
Q
d
n
u
-
-
り
ん
つ
け

C
U

1
1
1
1
 

シルト。地Llj塊(小)やや多展混入O しまり、宇J5111:;!:!南り。
粘土。硬質。粘世1:なし。
シルト。地山粒少量混入。しまり、粘↑tl:共有り。
ルト。焼土粒多王室混入。しまり有り、粘性あまりなし。
シルト。地LIJtv:少量浪人O しまり、粘tll:共なし。

。 1m 
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第3節古代の遺構とその出土遺物

杯(3 )は高台付の可能性もある。土師器護(4 '""-' 10)は腕部を箆なで@箆削りしているが、

く焼き締まった護(12)には叩き自がある。(11)の高台部は杯のものと忠われる。 8は一

端を剥離調整し、(9 )は柱状節理の石材の一端を研磨した擦り右である。

〈構築時期〉 大湯浮石膳の堆積状況と出土した土器から平安時代と推定した。

S I 938 竪穴住居跡(第363図)

《位 置~ NN47..48、N047，，48グリッドに位置する。

《確 認》 長方形の培褐色土の落ち込みとして確認した。

〈重後》なし。

《規模と平面形》 東西壁長2.79mx南北壁長3.88盟、深さ17cm。長万形を呈する。

{:埋 土》 プラン確認の際掘り過ぎたため、自然堆積か人為的堆積かは不明。

《 援 》 緩やかに外傾しながら立ち上がる。

〈床 面》 凹凸があるがほぼ平坦である。

《かまど》 なし O

〈柱 穴》 床面に20カ所検出したが、主柱穴は不明である。

《盤 溝 》 な し 。

《遺 物》 土師器の護の胴部破片が出土した。

《構築時期》 出土した土器から平安時代と推定した。

土坑

古代の土坑は 6基検出した。土坑の平出形状は、張出し部のある万形(1基〉、隅丸長方形 (3基)、不整

円形(1基)、不整な楕円形(1基)である。隅丸長万形の 3基は、調査区東側の南西側に張り出す小さな

舌状台地にまとまっているo 6基の土坑の中にはよ毒物が出土せず、古代とは確定できないものもある。

S K 63 土坑(第364図)

《位置~ N N55"56、N055，，56グリッドに位置する。

《確認、》 黒土採取のため上部を削平され、黒色土の張出し部をもっ万形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模》 方形部:南北辺2.04m、東西辺1.98m、深さ11cm。張出し部:I幅1.06m、奥行1.10m。

《平面形》 張出し部をもっ方形で、ある。

《断面形》 緩やかに外傾しながら立ち上がっていた。

《埋土~ 7層に分層した。炭化物、地山粒を混入する。張出し部の埋土には酸化鉄粒が混入する。

{J底面》 やや凹凸がある。方形部の南東側底面には長i~[R 1. 16出、短紺JO.94m の不整な楕円形で、深さ 27

cmの掘り込みがある O

物》 底面から護形土師器の底部破片(木葉痕) 1点、機4点が出土した。

《時期》 出土した土師器片から平安時代と思われる。
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S K 116 

《位

《確認》

複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋

《底

《遺物》

《時期》

土坑(第364図)

N S51、NT51グリッドに位置する。

黒色土の不整な円形の落ち込みとして確認した。

なしO

長径2.10m、短径1.92m、深さ14crn。

不整な円形を呈する。

緩やかに外傾しながら立ち上がっていた。

3層に分属した。

凹凸があるが、ほぼ平坦で、ある。

埋土中から杯形土sfli器が l個体出土した。

出土した;杯形土師器から平安時代と忠われる。

582 -
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第 3節古代の遺構とその出土造物

¥_jd 

1(63-1) 

B 

[SK 63] 
1 黒色土(10YR1.7/1)地山(大粒)ごく少量、炭(中粒)少量混入。

しまり強く、弾性有り。

2 黒色土(10YR1.7/1)地山(中粒)中量混入。しまり、弾性有り 0

3 1こぶい黄褐色土(lOYR4/3)地山(中粒)・炭(中粒)少量混入。

酸化鉄浪人。しまり強い。

4 黒邑土(lOYR2/1)地山(大粒)中量、炭(小粒)少量混入。

しまり強い。

5 暗褐色土(lOYR3/3)地山(中粒)中量槌入。しまり有り。

6 暗褐色土(lOYR3/3)地山(大粒)ごく少量、炭(中粒)少量混入。

しまり有り。

7 黒色土(lOYR1.7/1)地山(大粒)多量、炭(小粒)少量混入o

ややしまり有り。

。
[SK 116] 
1 黒色二!こ(10YR2/1)地山(小粒)中量混入。ややしまり有り 0

2 オリーブ褐色土地山(小粒)・炭(中粒)少量混入。
ややしまり有り。

3 ~椙10， -1- (2.5Y 3/山地LlJ(大粒)多量混入O ややしまり有り。

。 2m 

第364図 SK63 .. SK 116士坑とその出土造物
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第4章調査の記録

S K 328 土坑(第365図)

《位 N J13グリッド る。

〈確認》 黒褐色土の落ち込みとして確認された。

複》 なし。

〈規模》 長辺2.02m、短辺1.08m、深さ34cillo

《平面形》 隅丸長方形である。

《断面形》 緩やかに外傾しながら立ち上がっていた。

〈埋 3 に分層した。炭化物を多く混入する。

〈底面》 緩やかな凹凸はあるが、ほぼ平坦である。

《遺物》 なしO

〈時期》 平而形状は現代の肥えj留めに類似するが、モルタ なく、炭化物騒があるなど肥えj留めと

は異っており平安時代と思われる。

S K 329 土坑(第365図)

《位

《確認》

複》

《規模》

〈平面形》

〈断面形》

〈埋

{J底面》

《造物》

《時期》

N J14グリッド る。

黒褐色土の落ち込みとして確認された。

なしO

長辺1.71m、短辺O.92m、深さ12cill。

隅丸長万形である。

緩やかに外傾しながら立ち上がっていた。

2 した。炭化物を多く混入する。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

なしO

平面形状は現代の杷えj留めに類似するが、モルタル層がなく、炭化物層があるなど肥え溜めと

は異っており平安時代と思われる。

土坑(第365図)

N F 15，， 16グリッドに位置する。

暗褐色土の隅丸長方形の落ち込みとして確認した。

なし。

長辺2.26m、短辺1.26m、深さ44cillo

隅丸長方形である。

緩やかに外傾しながら立ち上がっていた。

4層に分層した。炭化物層が見られる。人為的堆積と思われる。

わずかに凹凸があるが、ほぼ平坦である。

なし。

平面形状は現代の肥えj留めに類似するが、モルタル層がなく、炭化物層があるなど肥えj留めと

は異っており平安時代と思われる。
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第 3節古代の遺構とその出土造物

⑨ 

B A B 

ム 64.400m B 

ム 64.400m
B 

[SK 331] [SK 328] 

o 
u 

1 

全体にしまりが弱く、根が多く入りこんでいる。人為的堆積と考えられる。

1 I暗褐色土(10YR3/3)地山粒、少量含む。
1 黒褐色土(10YR2/2)炭化物をやや多く含む。
2 黒色土(10YR2/1)炭化物層。

2 I暗褐色土(10YR3/3) 1層より地山粒、混入少ない。

3 褐色土(lOYR4/6) ~培褐色(lOY R3/4)地山粒・間小ブロックが主体の層。

4 黒色土(lOYR 1.7~l) 炭化物・材層(1.1ω前後)。ボソボソ。

S K331 

3・暗褐色土(10YR3/3)炭化物を含む。

S K328 

S K329 

B 

A 64.400m B 

[SK 329] 
1 黒色土(10YR2/1)細かい炭化物を多く合む。しまりやや弱 ~\o
2 地山首yr移層。

。

第365図 SK328 .. SK 329 • SK 331土坑
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第4章調査の記録

S K 735 土坑(第365図〉

《位

《確認》

複》

《規模》

《平面形》

《断面形〉

《埋土》

《底面》

《遺物》

《時期》

電
A 

M G66"67グリッドに位置する。

黒色土の不整な楕円形の落ち込みとして確認した。

なしO

長径1.08m、短径O.76m、深さ30cm。

不整な楕円形である。

不整なじ字形を呈する。

() J蓄に分層した。地山粒@塊の混入が多い。

凹凸が激しい。

埋土中から内黒のj不形土師器が 2個体分出土した。

出土したj不形土師器から平安時代と思われる。

B 

C 。D

一~

[SK 735] 
1 黒色土(10YR2/1)地山粒少量混入。
2 暗褐色土(10YR3/3)地山粒多量混入。細砂微量混入。しまりやや弱く、

粘性なし。
3 黒色土(10YR1.7/1)地山粒微量混入。パサノfサしている 0

4 褐色土(10YR4/4)地山粒多重視入。(木根による撹乱)

A 63.500m 1 B 
5 Iこぶい黄褐色土(10YR5/4)地山粒・地山ブロック多量混入。しまり強く、

粘性なし。
6 褐色土(10YR4/6)地山粒混入。しまり弱く、粘性なし。

4 

。
打1

モ士プ
1(735-1) 

2(735-2) 

。 10cm 

第366図 SK 735土坑とその出土遺物
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第 3節吉代の遺構とその出土遺物

焼土遺構

焼土遺構は13基検出した。焼土遺構には遺構外に焼土が堆積したもの、地山等が高熱を受けて固く焼け締

まったものの 2種がある。地山等が高熱を受けて固く焼け締まった遺構の中には、何らかの焼成遺構の底面

と思われるものもある。大湯浮石層の混入した遺構もあるが、遺物の出土がないため時代@時期の特定は難

しし1。このため、 SN 64"96，，97，，98"99"102の6焼土遺構については、残留磁気測定による年代測定をおこ

なっている。

S N 64 焼土遺構(第367図)

〈位置} N L56グリッドに位置する。

《確 認、〉 黒土採取のため上部を首lj平されていたが焼土の広がり(痕跡)として確認した。

複》 なしO

〈規模〉 一長径58cm、短径48cm、厚さ0.8cm。

《平面形》 不整な円形である。

〈断面形》 地山が高熱を受けて届く焼け締まったものでわずかに由んでいる。

〈埋土》 なし。

〈底面〉 わずかに凹んでいる。

〈遺物〉 なし。

《時期〉 遺物の出土が無いので不明。

S N 96 焼土遺構(第367図)

〈位置} ND63グリッドに位置する。

〈確 認》 黒土採取のため上部を削平されていたが焼土の広がりとして確認した。

複》 なし。

《規模》 長さ46cm、111詰40cm、厚さ1.4cm。

〈平面形〉 不整形である。

《断面形》

《堆積土》

〈底面》

物》

《時期》

緩やかなU字形を呈する。

に軽石粒(大湯浮石層)が混入していた。

やや凹みがある。

なし。

遺物の出土は無いが大湯浮石層が混入していたことから平安時代と思われる。

S N 97 焼土遺構(第367図)

《位置} ND63" N E63グリッドに位置する。

《確 認》 黒土採取のため t部を削平されていたが焼土の広がりとして確認した。

複》 なし。

《規模》 長さ64cm、幅54cm、厚さ1.5cmo

《平面形〉 不整形である。
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第 4主主 調査の記録

〈断面形》 緩やかなU字形を呈する。

〈堆積土〉 焼土層に軽石粒(大湯浮石摺〉が混入していた。

〈底面〉 やや恒iみがある。

《遺物〉 なし O

《時 期〉 造物の出土は無いが大湯浮石層が混入していたことから平安時代と思われる。

S N 98 焼土遺構(第367図)

《位 置~ N G60"61、NH60"61グリッドに位置する。

《確 認》 黒土採取のため上部を削平されていたが焼土の広がりとして確認した。

複〉 なし。

長径56cm、11I話20cm、j享さ2.7cm。

不整形 (C字形)である O

緩やかなU字形を呈する O

《規模〉

《平面形〉

〈断面形〉

《堆積土》

《底面》

〈遺物》

《時期》

焼土層に軽石粒(大湯浮石層)が混入していた。

やや凹凸がある。

なし。

遺物の出土は無いが大湯浮石膳が混入していたことから平安時代と思われる。

S N 99 焼土遺構(第367図)

《位 置~ N 160、NJ60グリッドに位置する。

《確 認》 黒土採取のため上部を削平されていたが焼土の広がりとして確認した。

複》 なし。

〈規模》 長径58cm、短径56cm、厚さ 1.8cm。

《平面形》 円形である。

〈断面形》 緩やかなU字形を呈する。

〈堆積土》 焼土層に軽石粒(大湯浮石層)と炭化物が混入していた。

《底面》 やや凹みがある。

物》 なし。

〈時 期》 造物の出土は無いが大湯浮石層が混入していたことから平安時代と J官、われる。

S N 102 焼土遺構(第367図)

《位 置~ NK58グリッドに位置する。

《確 認》 黒土採取のため上部を削平されていたが焼土の広がりとして確認した。

複》 なし。

《規模》 長径50cm、短径42cm、厚さ2.9cmo

《平面形》 不整な円形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。

《堆積土》 焼土居に炭化物が混入し、固く締まっていた。
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第 3節古代の遺構とその出土造物

[SN 96] 【SN 97] 
l 明褐色土(7.5YR5/8)軽石(中粒)少量混入。 I1 明褐色土(7.5YR5/8)軽石(中粒)中量混入。
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第 4章調査の記録

《底面》 やや凹みがある。

《遺物》 なし。

《時 期》 造物の出土が無いので不明。

S N 110 焼土遺構(第367図)

《位 N P37"38グリッド る。

《確認》

《重複〉

《規模》

〈平面形》

《断面形〉

《埋

に焼土と大湯浮石層の広がりとして確認した。

なしO

長径2.44m、短径1.74m、)享さ12cm。

不整な隅丸長方形である。

緩やかなU字形を呈する。

3 J曹に分層した。第 2" 3層は大湯浮右)蓄の純層である。

《底面》

《遺物》

《時期》

ほぼ平坦であるが、底面の大部分が高温による熱変化を起こして固く締まっていた。

なしO

遺物の出土は無いが大湯浮石層が堆積していることから平安時代と思われる。

S N 119 焼土遺構(第367図)

《位置~ NT37グリッドに位置する。

《確 認》 ブルドーザで撹乱されていたが黒褐色土中に粘土がドーナツ状に堆積しているのを確認した。

複》 なし。

《規模》 長径1.32m、短径1.04m、厚さ14cm。

《平面形》

《断面形》

《埋

楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

3層に分属した。

《底面》 中華鍋底状に中央部が深くなっている。底面の中央部が高温による熱変化を起こして固く締まっ

ていた。

《遺物》 なし。

《時 期》 遺物の出土が無いので不明確であるが、 SN 110と類似していることから平安時代と思われる。

S N 648 焼土遺構(第367図)

〈位 置~ MS56グリッドに位置する。

〈確 認》 黒土採取のため上部を削平されていたが焼土の広がり(かまど、か?)として確認した。中央部

に炭化物と焼土粒の混入する黒色土が堆積し、その周囲を焼土@赤色硬化焼土が堆積しているよ

うに見えた。

複》 なしO

〈規模》 長径1.56m、短径1.50m、 さ10cm。

〈平面形》 不整形である。

〈断面形》 緩やかなU字形を呈する。
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《堆積土》

《底面》

《遺物〉

《時期〉

第 3節古代の遺構とその出土遺物

5層に分層した。

中華鍋底状を呈する。

なし。

遺物の出土が無いので不明。

S N 651 焼土遺構(第368図)

MQ56グリッドに位置する。

黒土採取のため上部を削平されていたが焼土の広がりとして確認した。

なし。

長さ74cm、11I言44cm、厚さ4cm。

不整形である。

緩やかなU字形を呈する。

3層に分)脅した。

やや凹凸がある。

なし。

遺物の出土が無いので不明。

《位置》

《確認》

《重複〉

〈規模〉

《平面形》

〈断面形〉

〈堆積土〉

《底面》

〈遺物〉

《時期〉

S N 652 

《位置〉

《確認〉

複〉

《規模》

《平面形》

〈断面形》

〈堆積土〉

〈底面》

《造物》

《時期》

焼土遺構(第368図)

M055グリッドに位置する。

黒土採取のため上部を削平されていたが焼土の広がりとして確認した。

なしO

長径42cm、短径40cm、厚さ6cm。

円形である。

緩やかなU字形を呈する。

回く締まった焼土である。

中華鍋底状に中央部が深くなっている O

なしO

造物の出土が無いので不明。

S N 653 焼土遺構(第368図)

{{立置~ ML53グリッドに位置する。

《確認》 焼土の広がりとして確認した。

複》 なしO

《規模》 長径92cm、短径46cm、厚さ16cm。

《平面形》 不整な長楕円形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。

《堆積土~ 5層に分層した。

《底面》 やや凹凸がある。
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第 4章調査の記録

色
硬
化

B 

赤
色
硬
化

ム 64.100m 4 
B 

5 

648] 

1 黒色土(10YR2/1)焼土粒・炭化物粒20%混入。
2 黒褐色土(10YR2/3) 
3 褐色土(10YR4/4)地山と黒褐色(10YR3/1)との混合土。

4 明褐色土(7.5YR5/6) シルト。しまり、粘性共有り o 慎土=

5 黒色土(10YR1.7 /1) シル卜。しまり強く、粘性有り。

S N648 

[SN 651] 
1 黒掲色土(10YR3/2)地111粒・焼土粒・炭多く、粘土塊少量混入。

しまりやや強し、。

2 赤褐色土(5YR4/8)焼土。しまり強い。
3 黄褐色土(lOYR5/6)地山粒・地山塊・焼土粒・炭混入。しまり強L、。

S N651 

S N652 S N653 

ムO~

.!::_ 64. OOOm ~ 

~弔7一

K 1 

[SN 652] 
1 明赤褐色土(5YR5/8)焼土。しまり強L、O

K 撹乱

S N747 

【SN 747] 

1 黒色土(10YR1.7/1)炭多く、焼土粒少量混入。

しまいやや有り。粘性なし。

2 黒褐色土(lOYR2/2)地山粒・地山塊少量混入G

しまり強く、粘性若干有り。

3 明褐色土(7.5YR5/8)焼土。しまり強L、

ム仁コム

で首将1

[SN 653] 
1 黒褐色こと(10YR2/3)地山粒・炭化物多く混入。しまり弱く、

粘性若干有り。

2 暗褐色土(7.5YR3/4)地山粒多く、粘土塊少量混入。

しまり強く、粘性なし。

3 灰褐色土(7.5YR4/2)粘土質。地山粒多く混入。

しまりやや有り、粘性なし。

4 灰黄褐怠土(10YR4/2)粘土質。しまり弱く、粘性有り。
5 Iこぶい黄燈色土(10YR6/4)粘土質。しまり強く、粘性若子有り。

。 2m 

第368図 SN648 " SN 651 .. SN 652 " SN 653 " SN 747焼土遺構
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第 4節近@現代の遺構と造物

《造物》 なし。

《時期〉 造物の出土が無いので不明。

S N 747 焼土遺構(第368図)

《位 M063グリッドに位置する。

〈確認、》 黒褐色土中に焼土の広がりとして確認した。

複》 なしO

《規模》 長径68crn、短径66crn、深さ8crnの不整なくぼみの埋土ょに、焼土が長さ44crn、i隔34crn、 さ2

《平面形》

〈断面形》

(Lt積ゴニ》

《底面》

《遺物》

〈時期》

crnの不整なプランで堆積していた。

不整形であるo

U字形を呈する。

3闘に分層した。

由凸がある。

なし。

遺物の出土が無いので不明。

第 4節近@現代の遺構と遺物

近@現代の遺構は、竪穴状遺構 1基、土坑2基、柱ヂlJ(柵列) 4条、溝状遺構6条、神社跡 1棟、薪棚跡、

2カ所である。竪穴状遺構は生魚の冷蔵用室、土坑は肥え溜め、柱列(柵列)は馬の競り市の潟囲い、溝状

遺構は土地の境界と水田排水路、神社跡は八幡神社本殿が現在地に移転した跡、薪棚跡、は薪を積んだ跡であ

る。本節では生魚の冷蔵用室である竪穴状遺構と肥えj留めである土坑について図示@説明する。

S K 1 300 竪穴状遺構(第369図@第370図)

《位置P N N26"27、N025"26"27、NP 26..27グリッドに位置する。

《確 認》 地山塊を多量に混入する黒褐色土の大型の長方形落ち込みとして確認した。当初は縄文時代の

大型住居跡と誤認した。

複》 なし。

《規模と平面形》 東西壁長8.01mx南北壁長5.28m、深さ1.34m。隅丸長方形を呈する。

《埋土》 周りから人為的に埋め戻したとのことである。

《 壁 》 緩やかに外傾しながら立ち上がる。東側に壁上面から底面まで上I!J副Ocrn、下I!J面32crn、深さ1.42

mの溝状掘り込みがある。

《底面》 やや凹凸があるものの、ほぼ平坦である。

《柱穴》 底面中央の長軸上に 2カ所検出した。

溝》 壁ドを一巡し、東側の溝状掘り込みに接続していた。この溝状掘り込みは、底面が東側に傾斜

している。排水溝として使用したものである。

《造物》 縄文土器片 7点(1 ，.._， 7)、微小剥離痕のある石器剥片 2点 (8" 9)、鉄製品(釘@針金@図示
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第 4章調査の記録
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第 3節古代の遺構とその

27 
.eO 

29 
30 

授賞。
31 褐色土(IOYH4/G)シルト~池山村を多
32 立褐色土(10YR5/8)シルト~地山粒*

し。しまり無し。
33 黒褐色土(10YR2/2) シル卜~地山粒の中に少量の士tll山ブロックを含む。粘性

無し。しまり無し。
35 明資褐色土(10YR6/6) シルト~池山層。粘性無し。しまり無し。
36 明黄褐色土(lOYR6/8)シルト~地山属。粘性なし。しまりやや有り。
37 明黄褐色土(10YR6/8) シルト-1'也はl土に地山崩壊フ神ロソク、漸移土が少量混

じる。粘性なし。しまり無し。
38 黒褐色土(10YH3/1)シルト~粘土。地山粒、間小ブロ
39 浅黄穫色土(10YR8/3)粘土。地山校、同小フザロ y ~ 
.10 にぷい茶褐色j二(lOYR5/3)粘土~シルト。地山粒、

lこJl危L、。
41 にぷい黄褐色ゴニ(10YR5/3)粘土~シルト。地山粒、同大ブロック会体に脆い0

42 黒褐色土(10YR2/2)粘土~シルト。地111粒、同ブロック浪人。全体に!悔い。
43 nm竜褐色土(lOYR7/6)-黄櫨色(10YR7/8)粘土。池山ブロック混入。全体

に脆い。

Lc 
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a
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:4
49 

50 にぷい賞澄色土(10YH7/3l シルト~粘土o :lill山F立、!百17ロック
51 にぷい貧僚色了tC10YR7/3) シル

りな
52 iこぶい黄燈色土(10'1アH7/4)粘土。

く脆い。
53 黒褐色土(lOYR3/2)シルト。鳩山校少量混入。しまりなく!悔し、。粘般若干

54 砂。しまり脊子あり。

1(300-1) 2(300-2) 

喝 /J
4(300-4) 5(300-5) 

-~ 
く二二〉 8(300-8) 

3(300-3) 

ザ -0 ?尚一日
6(300-6) 7(300-7) 

て二二〉 9(300-9) 

第370図 SKI300竪穴状遺構出上遺物
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第4章調査の記録

せず)、粗悪なレンガ(図示せず〉などが出土した。

《時 期》 出土したよ産物と調査中の間き取りから現代(昭和30年代)と判明。

S K 20 土坑(第371図、図版69)

《位置~ N F63"64グリッドに位置する。

《確 認〉 褐色土の溶ち込みとして確認した。

〈重 複》 縄文H寺代の SK S 19土墳墓と重複していた。

〈規模〉 関口部長径3.04m、短径1.60m、深さ28crn、底面長径2.98泊、短径1.54m。

《平面形》 長楕円形である。

〈断面形》 土圧によりオーバーハングしていたが、緩やかなU字形を呈する。

〈埋 土~ 6層に分属した(第7層はSK S 19の埋土)。図化していないが、 と底面には防水用に

薄くセメント粉が塗布されモルタル化していた。

《底 面〉 ほぼ平坦である。柱穴様ピットが中央長軸上に 3カ所検出した。本土坑に伴う。

《遺 物》 底面からの縄文土器片 6点が出土したが、 SK S 19土墳墓の遺物であったと思われる。

《時 期》 壁面と底面が防水用のモルタル化していたので現代と思われる。

S K 22 土坑(第371図)

〈位 置~ NG64グリッドに位農する。

《確 認》 黒色~黒褐色土の落ち込みとして確認した。

《重複》 なし。

《規模》 関口部長径1.62m、短径1.60m、深さ50crn、底面長径1.44m、短径1.28m。

《平面形》 隅丸万形である。

〈断面形》 緩やかなU字形を呈する O

《埋 土~ 5層に分属した。壁面と底面には防水用に 3"'-' 5 crnの厚さでセメント粉が塗布されモルタル化

していた。

《底面》

〈遺物》

《時期》

ほぼ平坦である。

底面から縄文土器片4点、石器剥片 1点、魚骨(サメ)28点、人頭大の磯 5点が出土した。

と底面が防水用のモルタル化していたので現代と思われる。
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近@現代の遺構と遺物

[SK 20] 

1 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)地山(大粒)・炭(小粒)中盤混入。 しまり強い。

2 黒褐色土(7.5YR3/2)池山(小粒)・炭(小粒)少援混入。ややしまり有り。

3 潟包土(lOYR4/4)地山(小粒)中量、炭(小粒)少量混入。 しまり有り。

4 黒褐色土(lOYR2/2)池山(中粒)・炭(小粒)少量混入。しまり有り。

5 褐色土(lOYR4/4)地山(大粒)・炭(大粒)中量混入。しまり、弾性有り。

6 Iこぶい黄褐色土(lOYR4/3)地山(大粒)少襲、炭(小粒)中掻混入。しまり有り。

7 U在オリーブ悔色土(2.5Y3/3)地山(中粒)・炭(中粒)中量、地山(大粒)混入。

しまり有り。 (SKS19埋土)

第 4節
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D C 

4(20-4) 
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5(20-5) 

[SK 22J 

1 黒色土(7.5YR2/1)地山(小粒)少鼠混入o しまり強い。

2 黒褐色土(lOYH2/3)地山(中境)多量混入。しまり強い。粘土(大粒)混入。

3 褐色土(1OYH4/4)地山(中粒)中量浪人。ややしまり有り。粘土(大粒)混入。

4 I腎褐色土(10YH3/4)池山(中粒)中量混入。しまり有り。地山(小塊)・粘土(大校)浪人o

5 灰策色土(2.5Y7/2)地山(中粒)中量混入。しまり強い。粘土(中粒)・白色粘土((わ粒)混合。
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第 4章調査の記録

5節 と柱穴様ピット明の

明遺構

性格の不明な遺構は 5基検出した。 造物も出土しなかったため、[1寺代寸寺Mとも不明である。

S X 131 

〈位

〈確認》

複〉

《規模〉

《平面形〉

〈断面形》

《埋土》

〈底面〉

物》

《時期〉

S X 340 

〈位

《確認》

複〉

〈規模》

〈平面形》

《断面形》

〈埋

《底面〉

物》

性格不明遺構(第3721玄J)

M P 74，，75、MQ74"75グリッドに位置する。

長方形の不明確な落ち込みとして確認した。

縄文時代の S1 232竪穴住居跡の上位に貼り床して構築していた。

北西-南東辺4.58m、北東一南西辺2.22m、深さ34CI1lo

隅丸長方形である。

やや外傾しながら立ち上がっていた。

3層に分層した。地山粒を混入する。地山をj埋め戻したと考えた。

鮎り床していたが、北側から南側に傾斜していた。

なし。

不明。

性格不明遺構(第373図)

NE17..18グリッドに位置する。

不整な長方形の不明確な落ち込みとして確認した。

なし。

南北辺3.62m、東西辺3.18m、深さ36CI1l。台地縁辺にあり、南側壁は検出できなかった。

不整な長方形である。

緩やかに外傾しながら立ち上がっていた。

3 J畜に分層した。地山粒を混入する。地山を埋め戻したと考えた。

踏み掴められ平坦である。

なし。

《時期》 不明。

S X 954 性格不明遺構(第373図)

{{立

《確認、〉

複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋

NL40グリッドに位置する。

S X 955の掘り下げ中に落ち込みを確認した。

S X 955. S X 960性格不明遺構と重複する。新旧関係は不明。

長軸2.22m、短軸1.86m、深さ30CI1lo

不整な楕円形である。

緩やかに外傾しながら立ち上がっていた。

地山を埋め戻したと考えられるにぶい黄褐色土。

。。
ハ同
d

「
円
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第 5節 時期不明の遺構と柱穴様ピット

⑭ 

B 

S 1232 。
。

A 63.700m 4 

C 

[SX 131] 
1 Iこぶい黄樫色土(10YR7/心地111ローム(l陸石)混入。
2 木根による撹乱
3 Iこぶい黄楼色土(10YR6/3)地山(軽石)再堆積層 0 
4 明黄褐色土(10YR6/6)貼床
5 にぷい黄褐色土(10YR4/3)軽石粒多量混入。
6 にぷい黄樺色土(10YR7/4)地山(掘りすぎ)

第372図 SX 131性格不明遺構

2m 

《底面》 凹凸がある。

物》 なし。

《時期D 不明。

S X 955 性格不明遺構(第373図〉

《位 N L40..41、NM40.41グリッドに位置する。

《確 にぷい黄褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 SX 954"SX 960性格不明遺構と重複する。新旧関係は不明。

《規模》 長軸4.34m、短車1113.02m、深さ20CIDo
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第 4章調査の記録

A 

当ち

B 

63.800m B 

[SX 340] 
1 ~こぶい黄褐色土(10Y R5/4)シルト~粘土。地山粒、同小ブロック

混入しまりあり。粘性あまりなし。

2 黄褐色土(10YR5/6)粘土。地山粒、悶ブロック混入。しまりあり。
粘性なし。

3 明黄褐色土(10YR 7/6)粘土。地111粒、同小ブロック粘土混入。硬質o

m S X340 

S X954 " 955 .. 960 
日
出

A 

/
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第373~ SX 340 " SX 954 .. SX 955 " SX 960性格不明遺構
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第 5節 時期不明の遺構と柱穴様ピット

〈平面形〉 不整な楕円形である。

《断面形》 緩やかに外傾しながら立ち上がっていた。

《埋土》 地山を埋め戻したと考えられるにぷい黄褐色土。

〈底 やや凹凸がある。

《遺物〉 なし O

〈時期〉 不明。

S X 960 性格不明遺構改s373図)

〈位 N L40.41、NM41グリッドに位置する。

《確認》 S X 955の掘り下げ中に落ち込みを確認した。

複》 S X 954. S X 955性格不明遺構と る。新!日関係は不明。

〈規模》 長111由1.36m、短11i由1.20m、深さ13crn。

〈平面形〉 不整な楕円形である。

〈断面形》 緩やかに外傾しながら立ち上がっていた。

《埋 地山を埋め戻したと考えられるにぶい黄褐色土。

《底面》 凹凸がある。

《遺物》 なし。

《時期》 不明。

柱穴

柱穴様ピットは、 4年間で9.899カ所検出した。掘立柱建物跡の項でも記述した通り、個々のピットの

録を採っている(詳細な記録は次回報告書掲載予定)。

本項では、掘立柱建物跡、の柱穴として縄張りされた433カ所を除いた柱穴様ピットから出土した造物を

載する。

P 121石器剥片 1点(第374図 1) 

P 251半円状偏平磨製石器破片 1点(第374図3) 

P 291縄文土器片 1点(第374図5) 

P 311石皿 l点(第374図11)

P 333縄文土器片 1点(第374図13)

P 420縄文土器片 l点(第374図16)

P 700削器(第375図3) 

P 841縄文土器片 l点(第375図5) 

P 1014石器剥片 3点(第375図7~ 9) 

P 1047石皿破片 l点(第375図11)

P 1080縄文土器片 l点(第376図2) 

P 1112縄文土器片 2点(第376図ト 6)

P 218縄文土器片 1点(第374図2) 

P 289削器破片 1点(第374図4)

P 299縄文土器片 5点(第374図 6-10) 

P 313縄文土器片 1点(第374図12)

P 412縄文土器片 2点(第374図14..15)

P 421縄文土器片 2点(第375図ド 2) 

P 833縄文土器片 1点(第375図4) 

P 883半円状偏平磨製石器破片 l点(第37512Q6 ) 

P 1027石器剥片 1点(第375関10)

P 1160石器剥片 l点(第376図 1) 

P 1061縄文土器片 2点(第376図わり

P 1129縄文土器片 1点(第376図 7)

ーl
よ

ハH
V

ρ
h
u
 



第 4章調査の記録

P 1171縄文土器片 1点(第376図8) P 1179縄文土器片 l点(第376図9)

P 1232掻器 l点(第376図12)

P 1208半円状偏平打製石器破片 1点(第376図10)..縄文土器片 1点(第376図11)

P 1236石器剥片 1点(第377図 1) 

P 1291縄文土器片 1点(第377図3) 

P 1259縄文土器片 1点(第377図2) 

P 1292石器破片 1点(第377図4)

P 1329磨製石斧破片 l点(第377図5)"箆状石器破片 1点(第377図6) 

P 1373縄文土器片 1点(第377図7)

P 1457縄文土器片 1点(第377図的

P 1486縄文土器片 l点(第377図11)

P 2155削器 l点(第378図。

P 2996縄文土器片 1点(第378図3)

P 3171縄文土器片 1点(第378図5) 

P 3318縄文土器片13点(第378図7'"" 19) 

P 3448縄文土器片 1点(第378図21)

P 3456縄文土器片 1点(第379図 1) 

P 1416石器剥片 1点(第377図8)

P 1479縄文土器片 l点(第377図10)

P 2117縄文土器片 1点(第377図12)

P 2250石器剥片 1点(第378図2) 

P 3000削器破片 1点(第378図4)

P 3201縄文土器片 l点(第378鴎 6)

P 3436縄文土器片 l点 (第378図20)

P 3449石匙 l点(第378図22)

P 3462縄文土器片 1点(第379図5) 

P 3458縄文土器片2点(第379図ト 3)"削器 1点(第379図4)

P 3482縄文土器片 l点(第379図6)

P 3533削器 l点(第379関8)

P 3538削器破片 1点(第379図21)

P 3552縄文土器片 1点(第380図 1) 

P 3589縄文土器片 l点(第380図5)..磨製石斧 l

P 3490箆状石器 1点(第379鴎 7)

P 3536縄文土器片12点(第379図9'""20) 

P 3552縄文土器片2点(第379図22..23)

P 3567縄文土器片 3点(第380図2'""4)

(第380図6)

P 3598縄文土器!こ;-1点(第380図7) P 3621縄文土器片 1点(第380図8)

P 3630縄文土器片 2点(第380図9ペ0)..掻器破片 l点(第380図11)

P 3643石器剥片 1点(第380図12) P 3659縄文土器片2点(第380図13"14)

P 3657縄文土器片 1点(第380図15)..半円状偏平打製石器破片 l点(第380図16)

P 3933石槍 1点(第380図17)・石器剥片(第380図18)P 3963縄文土器片 1点(第381図1) 

P 3981縄文土器片 l点(第381図2) 

P 4009縄文土器片 2点(第381図← 5) 

P 4058縄文土器片 1点(第381図7)

P 4082縄文土器片 1点(第381図15)

P 3998縄文土器片 1点(第381図3) 

P 4044縄文土器片 1点(第381図6)

P 4080箆状石器 1点、(第381図8)

P 4126縄文土器片 1点(第381図16)

P 4083縄文土器片 5点(第381図9'""12.14)"くぼみ石(第381図13)

P 4219円盤状五製品(線刻)(第381図22) P 4203縄文土器片 5点(第381図17'""21) 

P 4246縄文土器片 2点(第382図ド 2)"石器剥片(第382図3)

P 4270縄文土器片 1点(第382図4) P 4325縄文土器片 2点(第382図ト 6) 

P 4328縄文土器片 1点(第382図7) P 4339縄文土器片 1点(第382図10)

P 4330縄文土器片 l点(第382図8)..削器(第382図9) 

P 4655縄文土器片 1点(第382図11)

P 4852縄文土器片 1点(第382図13)

P 4839縄文土器片 1点(第382図12)

P 4881縄文土器片 6点(第382図14'""19)
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P 4937削器(第382図20)

第 5節 時期不明の遺構と柱穴様ピット

P 5021縄文土器片 1点(第382図21)

P 5050石鎌 1点(第382図22) P 5061縄文土器片2点(第382図23"24)

P 5108縄文土器片 l点(第383図1) o石器剥片(第383図2) 

P 5135縄文土器片6点(第383図3，......， 8)"石器剥片(第383図9)

P 5198偏平自然石 1点(第383図14)

P 5233長頚壷形須恵器破片(第383図15)

P 5280半円状偏平磨製石器破片 1点(第384図10)

P 5339縄文土器片 5点(第384図11，......，15)

P 5348縄文土器片 1点(第384図17)

P 5431縄文土器片 1点(第385図6) 

P 7131削器(第385図7)

P 7616石器剥片(第385図的

P 8728掻器(第385図10)

P 9330石器剥片(第385図13)

P 5202縄文土器片4点(第383図10，......，13) 

P 5234擦り石(第384図1) 
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